勵め興亜の中堅戦士　青年に一 (ひと)鞭 (むち)　座談会[footnoteRef:1] [1:  『國民新報』1940年1月1日号と1月7日号に掲載。座談会は1939年12月20日に半島ホテルで開かれた。] 


時　12月20日
所　半島ホテル

出席の方々（寫眞向つて左より）
文藝家　香山光郎氏（李光洙改め）
朝鮮生命社長・中樞院参議　韓相龍氏
哲學博士　張徳秀氏
精神總動員聯盟朝鮮本部専務理事　由上治三郎氏
中央基督教青年會長（寫眞圓内）　尹致昊氏
　　　　　　　　本社側　社長　崔麟／顧問　井上収

（開會午後四時三十五分）
崔社長　　ちょつと御 (ご)挨 (あい)拶 (さつ)申 (まをし)上 (あ)げます。年 (ねん)末 (まつ)も押 (お)しせまりまして、公 (こう)私 (し)御 (ご)繁 (はん)忙 (ぼう)の折 (おり)、特 (とく)に御 (ご)來臨 (りん)下 (くだ)さいまして、まことに有難 (ありがた)うございます。厚 (あつ)く御 (おん)礼 (れい)申 (まをし)上 (あ)げます。
極 (きわ)めて多事 (じ)多 (た)難 (なん)な昭 (せう)和 (わ)十四年は、我 (わ)が半 (はん)島 (とう)は世 (せ)界 (かい)のどこの國 (くに)よりも一番 (ばん)平 (へい)穏 (おん)無 (ぶ)事 (じ)で通 (とほ)つて參 (まい)りましたことは、戦 (せん)勝 (しよう)日 (につ)本 (ぽん)の日 (ひ)の丸 (まる)の國 (こく)旗 (き)の下 (もと)に總督府當 (そうとくふとう)局 (きよく)の施政 (しせい)よろしきを得 (え)た結 (けつ)果 (くわ)であると同 (どう)時 (じ)に、朝 (てう)鮮 (せん)におきましての國 (こく)民 (みん)總 (そう)動 (どう)員 (ゐん)聯 (れん)盟 (めい)の大 (だい)なる手柄 (てがら)の賜物 (たまもの)であると思 (おも)ふのでありまして、まことに御 (ご)同 (どう)慶 (けい)に堪 (た)へない次第 (しだい)であります。
御 (ご)承 (しよう)知 (ち)の通 (とほ)り來年は皇 (こう)紀 (き)二千六百年、日 (につ)韓 (かん)併 (へい)合 (がふ)の三十年、支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)の第 (だい)四年を迎 (むか)へるといふやうな、横 (よこ)からも縱 (たて)からも極 (きは)めて意 (い)義 (ぎ)深 (ぶか)い、重 (じう)大 (だい)な、歴 (れき)史 (し)的 (てき)の新 (しん)年を迎 (むか)へることに就 (つ)きましては、我 (わ)が半 (はん)島 (とう)は或 (あ)る點 (てん)に於 (お)きましては、内 (ない)地 (ち)よりも一歩 (ぽ)進 (すゝ)んで、この興 (こう)亞 (あ)聖 (せい)業 (げう)に翼賛 (よくさん)して行 (ゆ)かなければならぬと思 (おも)ふのであります。
それに就 (つ)きまして、これから朝 (てう)鮮 (せん)を否 (いな)日 (につ)本 (ぽん)を背 (せ)負 (お)つて立 (た)つ青 (せい)年を精 (せい)神 (しん)的 (てき)に指 (し)導 (どう)して行 (ゆ)くといふやうなことはいよいよ大 (だい)事 (じ)なことでありますので、今 (こん)日 (にち)は皆 (みな)さんの御意見 (ごいけん)を承 (うけたま)わつて、それを『國 (こく)民 (みん)新報 (しんぽう)』誌 (し)上 (じやう)に發 (はつ)表 (ぺう)し、指 (し)導 (どう)の一助 (じよ)としたい考 (かんが)へであります。
質 (しつ)問 (もん)の順 (じゆん)序 (じよ)などは、井 (いの)上 (うえ)顧 (こ)問 (もん)にお願 (ねが)ひしてありますからどうかよろしくお願 (ねが)ひ致 (いた)します。
井上氏　　只 (たゞ)今 (いま)社 (しや)長 (ちやう)よりお話 (はな)しの如 (ごと)く、光 (くわう)榮 (えい)ある二千六百年の年頭 (とう)に立 (た)ちまして、興 (こう)亞 (あ)青 (せい)年、若人 (わこうど)への精 (せう)進 (じん)努 (ど)力 (りよく)の道 (みち)を、先 (せん)輩 (ぱい)各 (かく)位 (い)の御 (ご)指 (し)導 (どう)御 (ご)啓 (けい)發 (はつ)により示 (しめ)したいと思 (おも)ひます。
事 (じ)變 (へん)以 (い)来 (らい)興 (こう)亞 (あ)朝 (てう)鮮 (せん)同胞 (どうほう)が、俄 (には)かに皇 (こう)民 (みん)意 (い)識 (しき)を高 (たか)め、内鮮 (ないせん)一體 (たい)線上 (せんじやう)に一大 (だい)飛 (ひ)躍 (やく)を致 (いた)して居 (を)ることは、軍 (ぐん)國 (こく)の爲 (ため)、興 (こう)亞 (あ)聖 (せい)業翼 (よく)賛 (さん)の爲 (ため)、まことに慶 (けい)賀 (が)に耐 (た)へません。然 (しか)し乍 (ながら)ら銃 (じう)後 (ご)を見 (み)渡 (わた)しますと、二年三年のこの事 (じ)變 (へん)に、意 (い)志 (し)力 (りよく)、精 (せい)神 (しん)力 (りよく)といつたものが多 (た)少 (せう)弛 (し)緩 (くわん)してはゐないかと思 (おも)はれます。
銃 (じう)後 (ご)は最 (さい)初 (しよ)より長 (ちやう)期 (き)建 (けん)設 (せつ)の覺 (かく)悟 (ご)で對 (たい)處 (しよ)してゐるにも拘 (かゝは)らず、僅 (わず)かの年月で草臥 (くたび)れたり、弛 (ゆる)みが來 (く)るやうではなりません。吾 (われ)々はどこ迄 (まで)も最 (さい)後 (ご)の時 (じ)間 (かん)まで頑張り通 (とほ)さなければなりません。神 (じん)武 (む)の御 (ご)東 (とう)征 (せい)は六年に及 (およ)び、源義 (よし)家の奥州平定は前 (まへ)には九年後 (のち)にも三年といふ長 (ちやう)期 (き)戰 (せん)であり、元寇 (げんこう)の役 (えき)は十年に亘 (わた)つて居 (を)りますが、神 (じん)武 (む)帝 (てい)を始 (はじ)め奉 (たてまつ)り、吾 (われ)々の祖 (そ)先王 (せんおう)は、今 (こん)日から想像 (そうざう)もできない長 (ちやう)期 (き)抗 (こう)戦 (せん)にも悠 (ゆう)々として國 (こく)威 (い)を宣 (せん)揚 (よう)致 (いた)して居 (を)ります。
どうかこの覺 (かく)悟 (ご)をもつて、向 (こう)後 (ご)の長 (ちやう)期 (き)に處 (しよ)する鐡 (てつ)石 (せき)心 (しん)と御 (ご)鞭 (べん)撻 (たつ)とをお願 (ねが)ひしたいと存 (ぞん)じます。

生命奉仕まで行け
由上氏　　惡 (わる)い席 (せき)に坐 (すわ)りましてどうも……只今 (たゞいま)まうされました青 (せい)年と云 (い)ふのはわかつたやうでわかりませんが、勿 (もち)論 (ろん)女 (おんな)の方 (かた)も
井上氏　　どちらも銃 (じう)後 (ご)で擧 (きよ)國 (こく)一致 (ち)でありますから、その意味 (いみ)に於 (お)いてお話 (はな)し願 (ねが)ひたいのでありますが、あなたの方 (ほう)は特 (とく)に朝鮮 (てうせん)の青年 (せいねん)のことに就 (つ)いていろいろ御 (ご)計 (けい)畫 (くわく)があるやうでありますから平 (へい)素 (そ)のお仕 (し)事 (ごと)の上 (うへ)のお感 (かん)じでも何 (な)んでも。
由上氏　　私 (わたし)平 (へい)素 (そ)から思 (おも)ふ存分に (ぞんぶん)青 (せい)年を指 (し)導 (どう)して見 (み)たいと思 (おも)つて居 (を)ります、それは今 (いま)の青 (せい)年は時 (じ)代 (だい)の教 (けう)育 (いく)が誤 (あやま)つたといふか、矢 (や)張 (は)り己 (おの)れのために勉 (べん)強 (けう)し、自 (じ)分 (ぶん)のために働 (はたら)くといふやうな譯 (わけ)で、國 (くに)のために働 (はたら)くといふやうな精神 (せいしん)の缺乏 (けつぼう)してゐることを残念 (ざんねん)に思 (おも)ふのです。でこの精神 (せいしん)の缺乏 (けつぼう)に對 (たい)し、一方 (ぽう)に滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)といふ言 (こと)葉 (ば)が出 (で)て、己 (おの)れを捨 (す)てゝ邦國 (ほうこく)のために働 (はたら)く精神 (せいしん)を作 (つく)らなければならぬといふことが喧 (やかま)しく唱 (とな)へられてゐるが、今 (いま)もつてどうも思 (おも)ふやうに行 (い)つて居 (を)らないやうな感 (かん)じがあります。
そこでこの滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)の精神 (せいしん)を拵 (こしら)へるために、私 (わたし)は勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)といふことを、青 (せい)年層 (そう)に大 (おほ)いにやつて貰 (もら)はなければならぬ。從 (したが)つてこれを指 (し)導 (どう)する人も勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)、勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)といふことをよく言 (い)はれますけれども、これを精神的 (せいしんてき)にぐつと深 (ふか)く導 (みちび)くところまで、入 (はい)つてゐないやうに感 (かん)ずるのであります。勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)といつて道 (どう)路 (ろ)を修 (しう)繕 (ぜん)するとか、或 (あるい)は草 (くさ)を引 (ひ)くとか、開 (かい)墾 (こん)地 (ち)を耕 (たがや)すとかいふやうなことが、勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)とされてをつてその集 (あつ)まつた人を精 (せい)神 (しん)的 (てき)に指 (し)導 (どう)するといふことが今 (いま)一つ缺 (か)けてゐると思 (おも)ふ。集 (あつ)まつた人 (ひと)をこゝの草 (くさ)を引 (ひ)けとか、これだけを耕 (たがや)して畠 (はたけ)にすると言 (い)つたやうで、がやがやと仕 (し)事 (ごと)をさして、而 (しか)も無 (む)秩 (ちつ)序 (じよ)に仕 (し)事 (ごと)をさしてのみゐて精 (せい)神 (しん)指 (し)導 (どう)といふものは入 (はい)つてゐない。
苟 (いやし)くも勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)をやらせるならば、そこに何 (なん)人 (にん)かの青 (せい)年 (ねん)が集 (あつ)まる、さうしたらそこには、これを指揮 (しき)する人 (ひと)があるに違ひない、でこの指揮 (しき)する人 (ひと)は、その青年 (せいねん)を集 (あつ)めて如 (い)何 (か)なる仕 (し)事 (ごと)をやるかといふ作 (さ)業 (げう)計 (けい)畫 (くわく)を樹 (た)て、仕 (し)事 (ごと)が始 (はじ)まる前 (まへ)にその作 (さ)業 (げう)計 (けい)畫 (くわく)に基 (もとづ)いて意圖 (いと)を青年 (せいねん)に傳 (つた)へる、そこで二十人 (にん)なり三十人 (にん)と集 (あつ)まつた人は、指 (し)揮 (き)者 (しや)の言 (い)ふことを聞 (き)く、つまり服從 (ふくじう)といふ精神 (せいしん)を、そこで拵 (こしら)へなければならぬ。それから今日 (けふ)はこれだけの仕 (し)事 (ごと)をするといふ計畫 (けいくわく)が樹 (た)てられてあるからして順 (じゆん)序 (じよ)正 (たゞ)しく、秩 (ちつ)序 (じよ)正 (たゞ)しくやつて行 (ゆ)かなければならぬ。何 (なん)十人 (にん)か知 (し)らぬ集 (あつ)まつた者 (もの)が一つの目 (もく)的 (てき)を達 (たつ)するために、共同 (けうどう)一致 (ち)でやらなければならぬ。そこでがやがやと話 (はなし)をしたり、自 (じ)分 (ぶん)勝 (かつ)手 (て)に疲 (つか)れたからと言 (い)つて話 (はな)したり、喉 (のど)が乾 (かわ)いたからと言 (い)つて勝手 (かつて)にお茶 (ちや)を飲 (の)んだり、さういふことを列 (れつ)から離 (はな)れてやれば、そこには秩序 (ちつじよ)がないのであります。指 (し)揮 (き)者 (しや)が午 (ご)前 (ぜん)九時 (じ)から始 (はじ)めると言 (い)つたならば、午 (ご)前 (ぜん)十時 (じ)迄 (まで)の間 (あいだ)は休 (きう)憩 (けい)する者 (もの)もなければ、話 (はな)しをする者 (もの)もゐない、列 (れつ)を離 (はな)れる者 (もの)もなく、秩 (ちつ)序 (じよ)正 (たゞ)しくやつて行 (ゆ)く、さうして十時 (じ)になつたら指 (し)揮 (き)者 (しや)が『ピー』と笛 (ふえ)を吹 (ふ)き休憩 (きうけい)を宣言 (せんげん)して始 (はじ)めて自 (じ)由 (ゆう)な氣 (き)持 (もち)になるやうにならなければならぬのであります。
勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)は開 (かい)墾 (こん)地 (ち)一反 (たん)歩 (ぶ)ならば一反 (たん)歩 (ぶ)を耕 (たがや)して畑 (はた)地 (ち)にすればそれでよいといふのではなく、その長 (てう)に服從 (ふくじう)させるといふ、服 (ふく)從 (じう)精 (せい)神 (しん)を養 (やしな)ふ、さうして秩序 (ちつじよ)を重 (おも)んじて仕 (し)事 (ごと)をさせる、共 (けう)同 (どう)一致 (ち)してやらせるところのこの徳 (とく)操 (そう)を養 (やしな)つて始 (はじ)めて勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)の目的 (もくてき)が達 (たつ)せられ、集 (あつ)まつたものが、たゞがやがやと騒 (さわ)いでのみゐては精 (せい)神 (しん)的 (てき)指 (し)導 (どう)されたといふことは言 (い)はれない。如何 (いか)に暑 (あつ)くても、寒 (さむ)くても、今 (いま)から仕 (し)事 (ごと)を始 (はじ)めるのだといふことになつたら、自 (じ)分 (ぶん)勝 (かつ)手 (て)に休 (やす)まない、己 (おのれ)を捨 (す)て公 (おほやけ)のために盡 (つく)す、つまり己 (おのれ)を去 (さ)るといふ一つの精 (せい)神 (しん)的 (てき)指 (し)導 (どう)をして行 (ゆ)く。集 (あつ)まつた者 (もの)をして、この氣 (き)持 (もち)となし、斯 (か)く指 (し)導 (どう)して始 (はじ)めて勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)となり、その勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)は生 (せい)命 (めい)奉 (ほう)仕 (し)となり得 (う)ると思 (おも)ふのであります。又 (また)それが滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)となるわけであります。で、この精 (せい)神 (しん)的 (てき)指 (し)導 (どう)が最 (もつと)も大 (たい)切 (せつ)なことゝ考 (かんが)へて居 (を)ります。
井上氏　　次に今 (いま)由 (ゆ)上 (かみ)さんのお話 (はなし)に勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)はやがて生 (せい)命 (めい)奉 (ほう)仕 (し)といふお話 (はなし)がありましたが、張 (ちやう)先生 (せんせい)は平 (へい)素 (そ)青 (せい)年 (ねん)を大 (だい)分 (ぶん)扱 (あつか)つて居 (を)られ、殊 (こと)に最 (さい)近 (きん)外 (ぐわい)国 (こく)に永 (なが)く居 (を)られ外 (ぐわい)国 (こく)の青 (せい)年 (ねん)も御 (ご)存 (ぞん)じですが、朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年を今 (いま)のお話 (はなし)のやうに指 (し)導 (どう)することが、從 (じう)來 (らい)の朝 (てう)鮮 (せん)の慣 (くわん)習 (しう)の上 (うへ)から可 (か)能 (のう)なりや、否 (いな)や、さういふ點 (てん)に就 (つ)いてどうか御 (ご)意 (い)見 (けん)を……
張徳秀氏　　
私 (わたし)は朝 (てう)鮮 (せん)で教 (けう)育 (いく)に從 (じう)事 (じ)してから、回 (くわい)數 (すう)も淺 (あさ)いので、確信 (かくしん)をもつて、全般的 (ぜんぱんてき)なことが言 (い)へるかどうかわからないのですが、短 (みじか)い時 (じ)日 (じつ)の間 (あいだ)に於 (お)いて感 (かん)じたことを言 (い)へば、私 (わたし)が行 (い)つてゐる學 (がく)校 (こう)に於 (お)いて、私 (わたし)は月 (つき)並 (な)みながら學生 (がくせい)に對 (たい)して、一生 (せう)懸 (けん)命 (めい)に勉 (べん)強 (けう)をやれと言 (い)ふことを言 (い)ふのであります。ところが學生 (がくせい)はそれに對 (たい)して言 (い)ふには、『勉 (べん)強 (けう)して何 (なに)する』と言 (い)ふことを言 (い)ふのであります。つまり社 (しや)會 (くわい)に出 (で)て何 (なん)の希 (き)望 (ぼう)もないと言 (い)ふやうなことを言 (い)ひます。何 (なん)の希 (き)望 (ぼう)もないと言 (い)ふことは彼 (かれ)らにいはせれば職 (しよく)が得 (え)られないといふことが學 (がく)生 (せい)の大 (だい)部 (ぶ)分 (ぶん)の煩 (はん)悶 (もん)らしい。
私 (わたし)は教 (けう)育 (いく)者 (しや)として、さういふことを聞 (き)く時一面 (めん)同 (どう)情 (ぜう)するが、しかし、勉 (べん)強 (けう)することは必 (かなら)ずしも職 (しよく)を得 (う)るためばかりでない。學校 (がくこう)を出 (で)たら、職 (しよく)を得 (え)なければならないが、勉 (べん)強 (けう)する時には職 (しよく)といふことよりも、寧 (むし)ろ眞 (しん)理 (り)の研 (けん)究 (きう)といふ氣 (き)魄 (はく)が乏 (とぼ)しい[。]正 (たゞ)しきため、その眞 (しん)理 (り)を研 (けん)究 (きう)して、その眞 (しん)理 (り)を適用 (てきよう)するといふ、精 (せい)神 (しん)的 (てき)氣 (き)魄 (はく)が學 (がく)生 (せい)には乏 (とぼ)しい[。]從 (したが)つて學生 (がくせい)が研究 (けんきう)する時は、學 (がく)校 (こう)を出 (で)て職 (しよく)に就 (つ)く場 (ば)合 (あい)少 (すこ)しでも月 (げつ)給 (きう)を澤 (たく)山 (さん)貰 (もら)はんがために、このことは眞 (しん)理 (り)に叶 (かな)つてゐるかどうかといふより、たゞ先生 (せんせい)の言 (い)ふことを暗 (あん)記 (き)して試 (し)驗 (けん)に及 (きう)第 (だい)して優 (いう)秀 (しう)な成 (せい)績 (せき)を得 (え)て、銀 (ぎん)行 (こう)或 (ある)ひは會 (くわい)社 (しや)に行 (い)つて、人 (ひと)が五十圓貰 (えんもら)ふところ八十圓貰 (えんもら)へばよいといふことを念頭 (ねんとう)に置 (お)いて、これを標 (へう)準 (じゆん)として勉 (べん)強 (けう)してゐる[。]だからカンニングをしたりなどすることになる。いはゆる唯物的 (ゆいぶつてき)となり、世 (よ)の中 (なか)で物 (ぶつ)的 (てき)に成功 (せいこう)を得 (え)ればそれで足 (た)りるといふ傾向 (けいこう)が強 (つよ)いのであります。
それより私 (わたし)の希 (き)望 (ぼう)するところは、朝鮮 (てうせん)の青年 (せいねん)がこれからは一つ徳育 (とくいく)の方面 (ほうめん)に力 (ちから)を入 (い)れて、社 (しや)會 (くわい)に出 (で)て成 (せい)功 (こう)するしないかは後 (あと)からのことで[、]これは宗 (しう)教 (けう)的 (てき)となるが、神様 (かみさま)と一緒 (しよ)になつて世 (よ)の中 (なか)を歩 (ある)いて見 (み)たいといふ心 (こころ)が、青 (せい)年間 (ねんかん)にもつとはびこつて來 (き)たらよいと思 (おも)ふ。さうなれば社 (しや)會 (くわい)に對 (たい)する煩悶 (はんもん)はなくなり、失敗 (しつぱい)しても、この失敗 (しつぱい)は神 (かみ)のため、正 (せい)義 (ぎ)のため、眞 (しん)理 (り)のためと悟 (さと)るやうになつて[footnoteRef:2]、實 (じつ)に愉 (ゆ)快 (くわい)である。同 (おな)じ失敗 (しつぱい)してもにつこり笑 (わら)つて失敗 (しつぱい)に處 (しよ)することが出來 (でき)、非 (ひ)常 (ぜう)に社 (しや)會 (くわい)的 (てき)に風 (ふう)紀 (き)が變 (か)はつて來 (く)ると思 (おも)ふ。で先 (ま)づ神 (かみ)と共 (とも)に生 (い)き、眞 (しん)理 (り)のために盡 (つく)すと、いふことが根本的 (こんぽんてき)に學 (がく)生 (せい)、青 (せい)年の頭 (あたま)の中 (なか)に深 (ふか)く入 (はい)つて行け[ば、]その眞 (しん)理 (り)を代 (だい)表 (へう)する國 (こく)家 (か)のために身 (しん)命 (めい)を捧 (ささ)げ、又 (また)勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)をしても、神 (かみ)のため、善 (ぜん)のためにといふことになり、そこに非 (ひ)常 (ぜう)に大 (おほ)きい意 (い)義 (ぎ)が生 (うま)れ、いくら汗 (あせ)を流 (なが)しても喜 (よろこ)んで出來 (でき)るわけであります。たゞかういふ根本 (こんぽん)精神 (せいしん)がないと、かういふことをやれ、あゝいふことをやれといふと、學 (がく)校 (こう)の命 (めい)令 (れい)、國 (こく)家 (か)の命 (めい)令 (れい)になつて了 (しま)ふ。だから宗 (しう)教 (けう)的 (てき)要 (よう)素 (そ)を入 (い)れて戴 (いただ)きたい。 [2:  この部分は活字の順序が乱れているので整理した。原文「になつて、ため悟 (さと)るやう眞 (しん)理 (り)の」。] 

いまの神 (じん)社 (じや)參 (さん)拜 (ぱい)はさういふことが主 (しゆ)でやつて居 (を)るのだらうが、この神 (じん)社 (じや)にはどなたが祀 (まつ)つてあるか、その神 (かみ)様 (さま)の名 (な)前 (まえ)も知 (し)らん人 (ひと)もあり、お辭 (じ)儀 (ぎ)のみして居 (ゐ)るわけで、勿論 (もちろん)神 (じん)社 (じや)に參拜 (さんぱい)するといふことのみでも宗教的 (しうけうてき)創造 (そうぞう)を涵養 (かんよう)することになりますが、・・・・これをもっとよく・・・・・・・せしめて戴 (いただ)きたいものであります。
東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)に對 (たい)しましても、かういふ點 (てん)が帝 (てい)国 (こく)の正 (たゞ)しいところであり、かゝるが故 (ゆえ)にこれがために死 (し)するのは本當 (ほんとう)に光 (くわう)榮 (えい)だ、又 (また)あらゆる困 (こん)難に遭 (そう)遇 (ぐう)することも實 (じつ)に光 (くわう)榮 (えい)だといふやうに指 (し)導 (どう)して始 (はじ)めて井上 (いのうへ)さんのおつしやつたやうな、支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)を迎 (むか)へる難局 (なんきよく)を突破 (とつぱ)するのに力 (ちから)になるものと思 (おも)ふ[。]たゞ人間 (にんげん)は金 (かね)のため、或 (ある)ひは自 (じ)分 (ぶん)の地 (ち)位 (ゐ)のためにといふやうなことのためにすることは餘 (あま)り好 (この)ましからず、青 (せい)年 (ねん)一般 (ぱん)は正 (せい)義 (ぎ)、眞 (しん)理 (り)、さういふ方 (ほう)面 (めん)に指 (し)導 (どう)しなければ本 (ほん)當 (とう)の力 (ちから)を出 (だ)さない[。]道 (どう)義 (ぎ)から出 (で)る一つの活 (くわつ)力 (りよく)、さういふものが出 (で)て始 (はじ)めて總 (すべ)ての事 (じ)業 (げう)も完 (くわん)成 (せい)するものと思 (おも)ふ[。]これは非 (ひ)常 (ぜう)に漠 (ばく)然 (ぜん)とした方 (ほう)法 (ほう)、理 (り)想 (そう)論 (ろん)のやうであるが、自 (じ)分 (ぶん)の希 (き)望 (ぼう)、感 (かん)じはさういふ感 (かん)じをもつてをります。
井上氏　　今 (いま)張 (ちやう)さんのお話 (はなし)によりますと、今 (いま)の青 (せい)年に欠 (か)けてゐるものは、神 (かみ)との進退 (しんたい)を共 (とも)にするといふやうな、宗 (しう)教 (けう)情 (ぜう)操 (そう)の訓 (くん)練 (れん)に欠 (か)けてゐるとも云 (い)はれましたが、これは期 (き)せずして由 (ゆ)上 (かみ)さんのお話 (はなし)とも一致 (ち)してゐるやうであります[。]さう致 (いた)しますと、この本 (ほん)人 (にん)達 (たち)の自 (じ)覺 (かく)もよくないが今 (いま)迄 (まで)の指 (し)導 (どう)方 (ほう)針 (しん)にも欠陥 (けつかん)があつたといふことになりますが、阿 (あ)知 (ち)和 (わ)宮 (ぐう)司 (じ)さん、一つその邊 (へん)の宗教 (しうけう)といふ信念 (しんねん)、訓練 (くんれん)の方面 (ほうめん)からお話 (はなし)を伺 (うかが)ひたいと存 (ぞん)じますが、如何 (いかが)でせう。

心に『實』を入れて
阿知和氏　　只今 (たゞいま)お話 (はなし)になりました點 (てん)、至 (し)極 (ごく)同 (どう)感 (かん)で、大體 (たいたい)今日 (こんにち)は其形 (そのかたち)は大分 (だいぶん)進 (すゝ)んでゐます。形 (かたち)の上 (うへ)に於 (お)いては精 (せい)神 (しん)教 (けう)育 (いく)も相 (そう)当 (とう)に進 (すゝ)んでゐるやうでありますが、實 (じつ)際 (さい)においてはまだ空虚 (くうきよ)なものが多 (おほ)いのではないかと思 (おも)ひます[。]ただ今 (いま)勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)のお話 (はなし)もありましたが、本 (ほん)年の夏 (なつ)朝 (てう)鮮 (せん)神 (じん)宮 (ぐう)の廣 (ひろ)塲 (ば)を拡 (かく)張 (ちやう)することになり、何 (なん)萬人 (にん)かの、總 (そう)督 (とく)閣 (かつ)下 (か)始 (はじ)めお出 (で)ましになって、二萬人 (にん)か、三萬人 (にん)かの人 (ひと)が熱心 (ねつしん)に鍬 (くわ)を取 (と)り、つるはしを取 (と)られたのでありますが、併 (しか)しこの人 (ひと)々が全 (ぜん)部 (ぶ)眞 (しん)に神宮 (じんぐう)のため或 (ある)ひは國 (こく)家 (か)のためであるといふやうな氣 (き)持 (もち)で、一鍬 (くわ)でも入 (い)れて自 (みづか)らも満足 (まんぞく)し、有難 (ありがた)いことだとお感 (かん)じになつた人 (ひと)が何人 (なんにん)あるかと云 (い)ふと、その狀 (ぜう)況 (けう)を傍 (そば)に見 (み)て居 (を)つた私 (わたし)としては非 (ひ)常 (ぜう)に疑 (うたが)ひ深 (ふか)いものがあります。ひとり勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)のみならず、朝鮮 (てうせん)神宮 (じんぐう)への參 (さん)拜 (ぱい)者 (しや)は本 (ほん)年も昨日迄 (さくじつまで)に二百四十三萬何 (なん)千人 (にん)といふのでありますが、その二百四十萬人 (にん)といふのは實 (じつ)に御 (ご)鎭 (ちん)座 (ざ)以 (い)來初 (はじ)めてのことで、その數 (すう)から見 (み)れば非 (ひ)常 (ぜう)に結 (けつ)構 (こう)であるが、この何割 (なんわり)かは、實 (じつ)際 (さい)に神宮 (じんぐう)に參拜 (ぱい)したものであるかどうか、恐 (おそ)らくはさう言 (い)ふと甚 (はなは)だ濟 (す)まないが、引卒者 (いんそつしや)が連 (つ)れて行 (ゆ)くからついて行 (ゆ)く、奬 (しやう)勵 (れい)されるから、何 (なに)がなしに來 (く)るといふのではあるまいか[。]さういふ具 (ぐ)合 (あい)なものであると、幾 (いく)ら數 (すう)が殖 (ふ)えても餘 (あま)り効 (かう)果 (くわ)がない。尤 (もつと)もこれが漸 (ぜん)次 (じ)重 (かさ)なつて自 (し)然 (ぜん)に精 (せい)神 (しん)を陶 (とう)冶 (や)することにもなりませうが、併 (しか)しまだまだ吾 (われ)々の理想 (りそう)に達 (たつ)するまでには前 (ぜん)途 (と)遼 (れう)遠 (えん)の感 (かん)があるのであります。
だからこの際 (さい)どうしても、一日 (にち)も早 (はや)く、自 (おのづ)から參拜 (ぱい)する機 (き)運 (うん)になるやうに導 (みちび)くことが最 (もつと)も必 (ひつ)要 (よう)である。それでいろいろな方面 (ほうめん)から相當 (そうとう)に考 (かんが)へ方 (かた)があるが、今朝 (けさ)も感 (かん)じましたことは、私 (わたし)は毎朝 (まいあさ)五時半 (じはん)に宅 (たく)を出 (で)て、六時 (じ)頃 (ころ)神 (じん)宮 (ぐう)に參 (まい)るのであります。さうして若 (じやつ)干 (かん)の熱 (ねつ)心 (しん)な參 (さん)拜 (ぱい)者 (しや)に暗黑 (くらやみ)ではありますが、よく出會 (であ)ふ、その中 (なか)で今朝 (けさ)感 (かん)じたことは、尤 (もつと)も前 (まへ)から一度 (ど)尋 (たづ)ねやうと思 (おも)つてゐながら機 (き)會 (くわい)がなく、今朝 (けさ)始 (はじ)めて、その婦 (ふ)人 (じん)をつかまへて、あなたはどこであるかと尋 (たづ)ねたところ、私 (わたし)は慶 (けい)南 (なん)の晋州 (しんしう)から來 (き)てゐます[。]毎 (まい)朝 (あさ)參 (さん)詣 (けい)して居 (を)り、私 (わたし)は天 (てん)理 (り)教 (けう)でありますと答 (こた)へたのであります[。]そこでこの天 (てん)理 (り)教 (けう)といふものに就 (つ)いて考 (かんが)へさせられたが、天 (てん)理 (り)教 (けう)なるものは、これはこんなことを書 (か)いて戴 (いただ)いたらどうかと思 (おも)ひますが、一部 (ぶ)の識者 (しきしや)から、又 (また)政 (せい)府 (ふ)の方 (ほう)からも一時 (じ)睨 (にら)まれ、或 (あ)る塲合 (ばあい)は邪教 (じやけう)とまで言 (い)はれ、今日 (こんにち)でもまだ批 (ひ)難 (なん)が殘 (のこ)つてゐるのでありまして、それ程 (ほど)迄 (まで)に疑 (ぎ)問 (もん)のある教 (けう)會 (くわい)である。併 (しか)しこの前 (まへ)一昨 (さく)年 (ねん)の盧 (ろ)構 (こう)橋 (けう)事 (じ)件 (けん)の直 (ちよく)後 (ご)でありましたが、私 (わたし)北 (ほく)支 (し)の方 (ほう)に皇 (こう)軍 (ぐん)慰 (い)問 (もん)に參りまして、まだ保 (ほ)定 (てい)の占 (せん)領 (れう)が終 (おは)つて、いま太 (たい)原 (げん)が將 (まさ)に陥 (かん)落 (らく)せんとするする塲 (ば)合 (あひ)で、戰 (せん)塲 (ぢやう)からは血 (ち)腥 (なまぐ)さい風 (かぜ)の吹 (ふ)く頃 (ころ)であります。その時 (とき)私 (わたし)は保 (ほ)定 (てい)まで軍 (ぐん)用 (よう)列 (れつ)車 (しや)に乗 (の)つて參つたのでありますが、その保 (ほ)定 (てい)のプラツトホームに降 (お)りますと、若 (じやく)干 (かん)の婦 (ふ)人 (じん)が白 (しろ)い襷 (たすき)をかけて甲斐 (かひ)々々しく兵隊 (へいたい)さんのために働 (はたら)いてゐるのであります。でその襷 (たすき)を見 (み)ると天 (てん)理 (り)教 (けう)と書 (か)いてありますので、聊 (いささ)か驚 (おどろ)いたのであります。同 (どう)時 (じ)に保 (ほ)定 (てい)駅 (えき)のまへは旅館 (りよかん)があり、その旅館 (りよかん)は婦 (ふ)人 (じん)によつて經營 (けいえい)され、また附 (ふ)近 (きん)には朝 (てう)鮮 (せん)婦 (ふ)人 (じん)も多 (た)數 (すう)に參 (まゐ)つて居 (を)つて、その婦 (ふ)人 (じん)の進 (しん)出 (しゆつ)といふことにも驚 (おどろ)かされましたが、それよりも天 (てん)理 (り)教 (けう)なるものがさういふところに參 (まゐ)つて居 (を)りまして、さうして非 (ひ)常 (ぜう)に危 (き)險 (けん)な塲所、一寸 (ちょつと)便 (べん)所 (じよ)に行 (い)くにも憲 (けん)兵 (ぺい)が護 (ご)衛 (えい)して呉 (く)れるといふやうなまだまだ危 (き)険 (けん)な時 (じ)代 (だい)に早 (はや)くも天 (てん)理 (り)教 (けう)の婦 (ふ)人 (じん)が來 (き)て、軍隊 (ぐんたい)を送迎 (そうげい)するその熱心 (ねつしん)さには本當 (ほんとう)に感心 (かんしん)致 (いた)しました。
又 (また)手 (て)近 (ぢか)な例 (れい)をもつてお話 (はなし)致 (いた)しましても、朝 (てう)鮮 (せん)神 (じん)宮 (ぐう)には公 (こう)私 (し)の各 (かく)團 (だん)體 (たい)が參 (まゐ)りまして、草 (くさ)を抜 (ぬ)かして呉 (く)れ、掃 (そう)除 (じ)をさせて呉 (く)れと言 (い)ふ塲 (ば)合 (あひ)には、何 (なん)の用 (よう)意 (い)もしないでバケツを貸 (か)して呉 (く)れ、箒 (ほうき)を貸 (か)して呉 (く)れと非 (ひ)常 (ぜう)に注 (ちう)文 (もん)が多 (おほ)くて、僅 (わず)かな時 (じ)間 (かん)の御 (お)座 (ざ)成 (なり)になつて行 (ゆ)く團 (だん)體 (たい)がないでもないが、天 (てん)理 (り)教 (けう)はそんな注文 (ちうもん)などなく、この寒空 (さむぞら)に、或 (ある)ひは又 (また)非 (ひ)常 (ぜう)に暑 (あつ)い時 (とき)にも、きちんと道 (どう)具 (ぐ)一揃 (そろい)を持 (も)つて來 (き)て、一生懸命 (せうけんめい)に掃 (は)き掃 (そう)除 (じ)をしてゐるのであります。で教 (けう)派 (は)の内 (ない)容 (よう)は兎 (と)も角 (かく)、そこまでの修養 (しうやう)が出來 (でき)なければ嘘だと思 (おも)ひます。今 (けさ)朝の婦 (ふ)人 (じん)の參拜 (さんぱい)でもさうでありまして、人 (ひと)がすゝめたからとか、おつき合 (あひ)だといふのでなく、心 (こころ)から永年 (ながねん)の間 (あいだ)あの神 (じん)宮 (ぐう)の霜 (しも)柱 (ばしら)を踏 (ふ)んで參詣 (けい)しているのであります。
そこで私 (わたし)はどうしても今少 (いますこ)し宗教 (しうけう)の方 (ほう)に力 (ちから)を入 (い)れて、今 (いま)の如 (ごと)く任 (まか)せて置く、監督 (かんとく)してゐるといふことでなしに、惡 (わる)い宗教 (しうけう)があれば、これを是 (ぜ)正 (せい)し、國體 (こくたい)に反 (はん)しない宗教 (しうけう)であつたならば、本當 (ほんとう)の精神 (せいしん)を修養 (しうやう)させるには宗教 (しうけう)に限 (かぎ)るといふ感 (かん)を深 (ふか)めてゐる次 (し)第 (だい)であり、それで始 (はじ)めて凡 (あら)ゆることが理 (り)想 (そう)的 (てき)に行 (い)くのではないかと思 (おも)ひます。目 (もく)下 (か)神 (じん)社 (じや)參拜 (ぱい)を奬勵 (せうれい)して居 (を)られまして、一回 (くわい)が二回 (くわい)、二回 (くわい)が三回 (くわい)と神 (じん)社 (じや)參拜 (ぱい)の度 (ど)を重 (かさ)ぬるに從 (したが)つて、自 (し)然 (ぜん)に神 (かみ)を信 (しん)仰 (かう)するといふやうになることは理 (り)論 (ろん)ではありませうが、併 (しか)し本 (ほん)當 (とう)の信 (しん)仰 (かう)、眞 (しん)の宗 (しう)教 (けう)的 (てき)信 (しん)仰 (かう)に入 (はい)ることが一番 (ばん)大 (たい)切 (せつ)でありますので、私 (わたし)は凡 (あら)ゆる宗教 (しうけう)を今少 (いますこ)し奨励 (せうれい)し、眞 (しん)に靈 (たま)の尊 (たつと)いといふことを知 (し)らしめることが最 (もつと)も肝 (かん)要 (よう)なことと、この頃 (ころ)痛切 (つうせつ)に感 (かん)ずる次第 (しだい)であります。世 (せ)間 (けん)が喧 (やかま)しいから、世 (せ)間 (けん)の流 (りう)行 (こう)だからといふ意 (い)味 (み)合 (あひ)でお詣 (まゐ)りしたり、勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)をするといふことは、甚 (はなは)だ頼 (たよ)りないやうな感 (かん)じがするのであります。まだ申 (まをし)上 (あ)げたいことは御座 (ござ)いますが、今 (け)朝 (さ)感 (かん)じましたこと……天 (てん)理 (り)教 (けう)の提 (てう)灯 (ちん)をもつわけではありませんが、その一例 (れい)を申 (まをし)上 (あ)げたに過 (す)ぎません。
井上氏　李 (り)光 (くわう)洙さん。朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年層 (そう)、ばかりでなく、一般 (ぱん)の朝 (てう)鮮 (せん)の人 (ひと)々に、今 (いま)のやうな宗 (しう)教訓 (くん)を始 (はじ)めた塲 (ば)合 (あひ)、どの程 (てい)度 (ど)までゆけるでせう。

將來への活眼をひらけ
李光洙　今 (いま)阿 (あ)知 (ち)和 (わ)さんのお話 (はなし)には私 (わたし)非 (ひ)常 (ぜう)に共 (けう)鳴 (めい)致 (いた)しました。私 (わたし)は何 (なに)かのはづみに感 (かん)じたことがあるが、世 (せ)界 (かい)で一番信仰 (しんかう)のないものは、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)でなからうかと云 (い)ふことです。
朝鮮 (てうせん)では基 (キリ)督 (スト)教 (けう)會 (くわい)が盛 (さか)んであるやうにいはれてゐるが、それでさへ二三十萬に過 (す)ぎない[。]それは極 (ご)く一部 (ぶ)の人 (ひと)に限 (かぎ)られてゐて、民間 (みんかん)の信仰 (しんかう)といふものは私 (わたし)が生 (う)まれて子 (こ)供 (ども)の時 (じ)分 (ぶん)は多 (た)少 (せう)あつたが、今 (いま)ではそれさへ殆 (ほとん)どない[。]祖 (そ)先 (せん)崇 (すう)拜 (はい)といふことは永 (なが)い間 (あいだ)朝 (てう)鮮 (せん)に於 (お)ける宗 (しう)教 (けう)的 (てき)感 (かん)情 (ぜう)を繼 (つ)いで來 (き)たが、所謂 (いわゆる)祖先 (そせん)のみ靈 (たま)を[祀 (まつ)]るといふことさへもこの頃 (ころ)では十中 (ちう)八九はすたれて居 (を)ります。で今 (いま)朝 (てう)鮮 (せん)の人 (ひと)はさういふ宗教的 (しうけうてき)生活 (せいかつ)から離 (はな)れてゐると言 (い)つてもよい位 (くらゐ)と思 (おも)ひますと、所 (いわ)謂 (ゆる)唯 (ゆい)物 (ぶつ)論 (ろん)にのみ走 (はし)つて、信仰 (しんかう)とか神 (かみ)といふことを言 (い)つたら古臭 (ふるくさ)いと言 (い)つて了 (しま)ふ様 (よう)な態度 (たいど)をとつて居 (を)ります[。]だから朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)族 (ぞく)は全 (ぜん)體 (たい)から見 (み)て信 (しん)仰 (かう)のない民族 (みんぞく)であると言 (い)ふことを斷言 (だんげん)してよいと思 (おも)います。
その結 (けつ)果 (くわ)としてどういふ弊害 (へいがい)が起 (おこ)つて來 (き)たかと言 (い)ふと、この大 (だい)宇 (う)宙 (ちう)の一部 (ぶ)分 (ぶん)たる人 (じん)生 (せい)は、正 (たゞ)しき摂 (せつ)理 (り)の下 (もと)に運轉 (うんてん)されてゐるといふ信仰 (しんかう)がございません。でその結 (けつ)果 (くわ)僥 (げう)倖 (かう)を願 (ねが)ふといふことになります[。]さつき張 (ちやう)さんからお話 (はなし)になりましたが、たゞ金 (かね)が貰 (もら)へればよいといふことになります。で僥 (げう)倖 (かう)の反対 (はんたい)は何 (なん)であるかと言 (い)ふと因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)でありまして、その神 (かみ)といふ信念 (しんねん)があれば、この宇 (う)宙 (ちう)は神 (かみ)によつて摂 (せつ)理 (り)されてゐるといふ觀 (くわん)念 (ねん)をもつのでありますが、朝鮮 (てうせん)の青 (せい)年は遺 (い)憾 (かん)乍 (なが)ら僥 (げう)倖 (かう)を希 (こひねが)ふため、自 (じ)分 (ぶん)が貧 (びん)乏 (ぼう)になり、自 (じ)分 (ぶん)が不 (ふ)幸 (こう)になつた塲 (ば)合 (あひ)、それを結 (けつ)局 (きよく)過 (くわ)去 (こ)に於 (お)ける自 (じ)分 (ぶん)の行 (こう)爲 (ゐ)の酬 (むく)ゐであると解 (かい)さないで、自 (じ)分 (ぶん)の今 (け)日 (ふ)の不 (ふ)[幸 (こう)]、貧 (まず)しさの責任 (せきにん)は他 (た)にあるとし、他 (た)の方 (ほう)面 (めん)に轉 (てん)嫁 (か)し、或 (ある)ひは國家 (こくか)に、或 (ある)ひは社 (しや)會 (くわい)組 (そ)織 (しき)にといふやうなものに轉 (てん)嫁 (か)してゐるのであります。殊 (こと)に共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)思 (し)想 (そう)が入 (はい)つてからは、吾 (われ)々のあらゆる不 (ふ)幸 (こう)の原 (げん)因 (いん)を國 (こく)家 (か)或 (ある)ひは社 (しや)會 (くわい)に轉 (てん)嫁 (か)して、自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)は全 (ぜん)然 (ぜん)責 (せき)任 (にん)がないといふ理 (り)論 (ろん)が發 (はつ)達 (たつ)し、その理 (り)論 (ろん)が朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の心 (こころ)を毒 (どく)したのであります。
次 (つぎ)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)と國 (こく)家 (か)といふ關 (くわん)係 (けい)におきましても、自 (じ)分 (ぶん)らが不 (ふ)幸 (こう)であるのは日本 (にほん)國 (こく)家 (か)のためだといふ誤 (あやま)つた考 (かんが)へを一時 (じ)、一部 (ぶ)の人 (ひと)が確 (たし)かにもつてゐた[。]このやうな毒 (どく)された考 (かんが)へを抱 (いだ)くのは結 (けつ)局 (きよく)これも因 (いん)果 (ぐわ)觀 (くわん)がないからで、因 (いん)果 (ぐわ)觀 (くわん)念 (ねん)を知 (し)つて居 (を)つたならば、今 (いま)私 (わたし)共 (ども)がかうして平 (へい)穏 (おん)に暮 (くら)されるといふことは、實 (じつ)に有難 (ありがた)いことで、これも結 (けつ)局 (きよく)自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)の因 (いん)果 (ぐわ)、自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)が作 (つく)つた當 (とう)然 (ぜん)の結 (けつ)果 (くわ)であると信 (しん)じることが出來 (でき)るのであります。だからその如 (い)何 (か)なる宗 (しう)教 (けう)も因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)を教 (おし)へ[る。]基督 (キリスト)も然 (しか)り、佛 (ぶつ)教 (けふ)は尚更 (なおさら)因 (いん)果 (ぐわ)の宗 (しう)教 (けふ)と言 (い)つてよい程 (ほど)、因 (いん)果 (くわ)律 (りつ)を尊 (たつと)んで居 (を)ります。又 (また)神 (しん)道 (とう)も善 (よ)いことをすれば神様 (かみさま)は喜 (よろこ)び、曲事 (まがごと)をすれば、穢 (けが)れて神は喜 (よろこ)ばないと説 (と)いて、矢 (や)張 (は)り因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)を教 (をし)へてゐるのであります。でどんな宗教 (しうけふ)でも信 (しん)ずることによつて、少 (すく)なくとも因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)を信 (しん)ずることになることは必然 (ひつぜん)と思 (おも)ふのであります。そこで朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)にはこの最 (もつと)も缺 (か)けてゐる因 (いん)果 (ぐわ)の法則 (ほうそく)を十分 (ぶん)に教 (をし)へ込 (こ)む必 (ひつ)要 (よう)があると考 (かんが)へます。
第 (だい)二は時 (じ)間 (かん)觀 (くわん)念 (ねん)、私 (わたし)は惡 (わる)い事 (こと)ばかり指 (し)摘 (てき)するやうですが、一體 (たい)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は時 (じ)間 (かん)的 (てき)觀 (くわん)念 (ねん)が間 (ま)違 (ちが)つてゐる。時間 (じかん)に關 (くわん)する考 (かんが)へ方 (かた)が間 (ま)違 (ちが)つてゐと思 (おも)ひます。といふのは何 (い)時 (つ)も現 (げん)在 (ざい)ばかりを見 (み)てゐる、而 (しか)して現 (げん)在 (ざい)は無 (む)限 (げん)なる時 (じ)間 (かん)の一點 (てん)であり、無 (む)限 (げん)なる流 (なが)れの中 (なか)の一部 (ぶ)分 (ぶん)であるといふことを忘 (わす)れて、現 (げん)在 (ざい)斗 (ばか)りを眺 (なが)めてゐる。で朝 (てう)鮮 (せん)の人 (ひと)は現 (げん)在 (ざい)の有様 (ありさま)のみを見 (み)て悲 (ひ)觀 (くわん)し或ひは落膽 (らくたん)するといふことをやる。
併 (しか)し時 (じ)間 (かん)といふものゝ流 (なが)れは早 (はや)く、十年 (ねん)百年 (ねん)といふものは僅 (わず)かの間 (あいだ)に流 (なが)れるもので、自 (じ)分 (ぶん)が正 (たゞ)しい因 (いん)、或 (ある)ひは果 (くわ)を作 (つく)つて居 (を)れば十年 (ねん)、二十年 (ねん)、或ひは百年 (ねん)と經 (た)つ中 (うち)に、因 (いん)は毫 (ごう)末 (まつ)も消 (き)え失 (う)せるものではなく、結 (むす)ばずして消 (き)えるものではないから、正 (たゞ)しい因 (いん)と果 (くわ)を作 (つく)つて居 (を)れば、假令 (たとひ)今 (いま)現在 (げんざい)は不幸 (ふこう)な地位 (ちい)にあつても、五年 (ねん)十年 (ねん)後 (ご)には因 (いん)果 (ぐわ)の花 (はな)を得 (え)ることが出來 (でき)ます。で現在 (げんざい)といふものを限 (かぎ)られた時 (じ)間 (かん)の一部 (ぶ)分 (ぶん)と解 (かい)してはならないが、朝鮮 (てうせん)の人はどうもこの時 (じ)間 (かん)の觀 (くわん)念 (ねん)を誤 (あやま)つてゐるのであります。餘 (あま)り現在 (げんざい)を見 (み)つめてばかりゐてはならないのに、兎 (と)に角 (かく)目前 (もくぜん)のみを見 (み)るので、こゝに非 (ひ)常 (ぜう)なる錯 (さく)覺 (かく)を來 (きた)して來 (く)るわけであります。

感激と理想の欠如
それから一つ、これは青 (せい)年指 (し)導 (どう)の上 (うへ)に非 (ひ)常 (ぜう)に効 (かう)果 (くわ)的 (てき)だと思 (おも)ひますので、指 (し)導 (どう)要 (よう)路 (ろ)者 (しや)にお願 (ねが)ひしたいのでありますが、中 (ちう)等 (とう)學 (がつ)校 (かう)生 (せい)徒 (と)が四、五年生 (せい)頃 (ごろ)になつた時、二、三ケ月間 (かん)の兵 (へい)營 (えい)生 (せい)活 (くわつ)を送 (おく)らせて規 (き)律 (りつ)ある生 (せい)活 (くわつ)と精 (せい)神 (しん)を植 (う)ゑ込みたいと考 (かんが)へてゐます。志 (し)願 (ぐわん)兵 (へい)制 (せい)はこれは朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に非 (ひ)常 (ぜう)なる希 (き)望 (ぼう)を與 (あた)へました[。]といふのは、國 (こく)家 (か)が朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)を信 (しん)頼 (らい)し、國防に信頼 (しんらい)をかけて來 (き)た一つの意 (い)思 (し)表 (へう)示 (じ)であるからであります。併し、胸を割つていへば朝鮮人は志願兵制度（以下二行半不明）

[似顔絵の説明文]
· ″生命奉仕まで往かなくちやうそだ″悲憤慷慨する　由上さん
· 宗教教育に熱辧を揮ひ、膝を乗り出し卓をたゝく　張徳秀氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1940年1月1日号）


感激と理想の缺如
（李光洙の談話續き）
さつき張 (ちやう)さんからおつしやつたやうに朝鮮人 (てうせんじん)はどうも小 (ちひ)さいお金 (かね)のことなど自 (じ)分 (ぶん)のことばかり考 (かんが)へ、利 (り)個 (こ)的 (てき)で大 (おほ)きな理 (り)想 (そう)がないと言 (い)はれたが、それは〝感激 (かんげき)″が少 (すく)ないといふところに一 (ひと)つの出發點 (しゆつはつてん)があるように思 (おも)ひます。
内地 (ないち)の青 (せい)年ならば、俺 (おれ)は日 (につ)本 (ぽん)を背 (せ)負 (お)つて立 (た)つのだ、俺 (おれ)は新 (しん)東 (とう)亞 (あ)をつくり上 (あ)げるのだといふ氣 (き)魄 (はく)があり、そこに大 (おほ)きな感 (かん)激 (げき)があるが、朝鮮 (てうせん)の青年 (せいねん)はさういふ大 (おほ)きな感 (かん)激 (げき)がまだ胸 (むね)の中 (なか)に明瞭 (めいれう)に意識 (いしき)してゐない。青 (せい)年 (ねん)期 (き)に於 (お)ける一番 (ばん)大 (おほ)きな感 (かん)激 (げき)は國 (こく)家 (か)で、宗 (しう)教的 (てき)感 (かん)激 (げき)、個 (こ)人 (じん)的 (てき)感 (かん)激 (げき)もあるが、青 (せい)年 (ねん)の感 (かん)激 (げき)の源 (げん)泉 (せん)は國 (こく)家 (か)であり、わが國 (くに)の運命 (うんめい)は我等 (われら)の手 (て)にあるのだといふのが、一番 (ばん)感 (かん)激 (げき)の強 (つよ)い源 (げん)泉 (せん)と思 (おも)ひます。所 (ところ)が朝鮮 (てうせん)のインテリ階 (かい)級 (きう)の青 (せい)年層 (そう)でさへ、今 (いま)なほ我等 (われら)は居て (ゐ)も居 (ゐ)なくても、日本 (につぽん)の運命 (うんめい)に大 (たい)した關係 (くわんけい)はあるまい、我等 (われら)は日本 (につぽん)の運命 (うんめい)を左右 (さいう)するほどのものではないといふ感 (かん)じをもつてゐるのは事 (じ)實 (じつ)であります。で、朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年 (ねん)が内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年 (ねん)と同 (おな)じく、日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)の興 (こう)亡 (ぼう)の責 (せき)任 (にん)は吾 (われ)等 (ら)朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年全 (ぜん)體 (たい)の双 (そう)肩 (けん)にかゝつてゐるといふことを自 (じ)覺 (かく)せしめたならば、そこに大 (おほ)きな感 (かん)激 (げき)は自 (みづか)ら湧 (わ)き小 (ちひ)さい自 (じ)分 (ぶん)一個 (こ)のことは考 (かんが)へないで、高 (たか)い理 (り)想 (そう)に向 (むか)つて進 (すす)んで行 (い)くものと考 (かんが)へます。
殊 (こと)に朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年 (ねん)は理 (り)想 (そう)的 (てき)で理 (り)想 (そう)が好 (す)きである。ある意味 (いみ)に於 (お)いては空 (くう)論 (ろん)に走 (はし)る傾 (けい)向 (こう)があるが、その理 (り)想 (そう)が好 (す)きな朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年 (ねん)にもつべき理 (り)想 (そう)が彼 (かれ)らの胸 (むね)にまだ漠然 (ばくぜん)としてゐる。その結 (けつ)果 (くわ)としては利 (り)個 (こ)的 (てき)に享 (けう)樂 (らく)的 (てき)に走 (はし)る大 (おほ)きな原因 (げんいん)をなしてゐるのであります。でその感激 (かんげき)を與 (あた)へるには、お前 (まえ)達 (たち)に日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)の運 (うん)命 (めい)がかゝつてゐるのだと言 (い)ふことをもつともつと何 (なに)らかの方 (ほう)法 (ほう)ではつきりと認識 (にんしき)さして欲 (ほ)しいのです。
その方法 (ほうほう)の一つの例 (れい)として今 (いま)直 (たゞち)にといふことは出來 (でき)ないが、中 (ちう)等 (とう)學 (がつ)校 (こう)生 (せい)徒 (と)の卒 (そつ)業 (げう)最 (さい)後 (ご)の二、三ケ月でもよい兵 (へい)營 (えい)生 (せい)活 (くわつ)をやらして、こゝですつかりたゝき込 (こ)む。勿論 (もちろん)身體 (からだ)の虚 (きよ)弱 (じやく)な者 (もの)は除 (のぞ)き、慾 (よく)をいへば中 (ちう)等 (とう)學 (がつ)校 (こう)を卒 (そつ)業 (げう)したものは、少 (すくな)くとも三ケ月 (げつ)乃 (ない)至 (し)六ケ月 (げつ)の訓練 (くんれん)を受 (う)けさせることにして戴 (いただ)きたい、このことは決 (けつ)して困難 (こんなん)な事 (こと)ではなく、中 (ちう)等 (とう)學 (がつ)校 (こう)へ出 (だ)す位 (くらい)の家 (か)庭 (てい)はその生 (せい)活 (くわつ)にも餘 (よ)裕 (ゆう)があり三ケ月 (げつ)や六ケ月 (げつ)位 (くらゐ)兵 (へい)營 (えい)に入 (はい)つても苦 (く)痛 (つう)はないものと思 (おも)ひます。さうすれば青 (せい)年達 (たち)の氣 (き)魄 (はく)も非 (ひ)常 (ぜう)に變 (かは)り又 (また)國 (こく)民 (みん)的 (てき)自 (じ)負 (ふ)心 (しん)も非 (ひ)常 (ぜう)に強 (つよ)くなるだらうと思 (おも)ひます。

舞䑓無限の現代青年
井上氏　　では一ツ尹 (いん)致 (ち)昊先生 (せんせい)にお願 (ねが)ひします。唯 (たゞ)今 (いま)の阿 (あ)知 (ち)和 (わ)さんや李 (り)光 (くわう)洙さんの青 (せい)年論 (ろん)をお聽 (き)きしましたが、今 (こん)度 (ど)は一ツ、尹先生 (いんせんせい)に宗 (しう)教人 (じん)の立 (たち)場 (ば)からして、實 (じつ)際 (さい)信 (しん)仰 (こう)方 (ほう)面 (めん)に携 (たづさ)はつてゐられる方 (かた)の抱 (ほう)負 (ふ)なり、青 (せい)年の宗 (しう)教心 (しん)に對 (たい)する御感想 (ごかんそう)とか希 (き)望 (ぼう)をお話 (はな)し下 (くだ)さい。
尹致昊氏　　唯 (たゞ)今 (いま)は皆 (みな)様 (さま)の結 (けつ)構 (こう)なお話 (はなし)を拜聽 (はいてう)させて戴 (いたゞ)いて有 (あり)難 (がた)う存 (ぞん)じます。朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年の宗 (しう)教心 (しん)を話 (はな)せとの事 (こと)ですが、自 (じ)分 (ぶん)としては今 (いま)の皆 (みな)様 (さま)のお話 (はなし)以 (い)上 (じやう)に、青 (せい)年に對 (たい)するお話 (はなし)は難 (むず)かしいと存 (ぞん)じます。唯 (たゞ)自 (じ)分 (ぶん)の感想 (かんそう)と云 (い)ふものを二つ三つ申 (まを)し述 (の)べて見 (み)やうと思 (おも)ひます。私 (わたし)はもう青 (せい)年ではありませんが、矢張 (やは)り五、六十年前 (まへ)には青 (せい)年の一人 (り)でありました。今日 (けふ)の朝鮮 (てうせん)の青 (せい)年とその當 (たう)時 (じ)の青 (せい)年と云 (い)ふものは、色 (いろ)々と事 (じ)情 (ぜう)が違 (ちが)つてゐますだらうし、質 (しつ)、量 (れう)に於 (お)いて、隔世 (かくせい)の感 (かん)があります。ある反面 (はんめん)に於 (おい)て今 (いま)の青 (せい)年の立 (たち)場 (ば)を同 (どう)情 (ぜう)してやる必要 (ひつよう)があります[。]昔 (むかし)の青 (せい)年でしたら生 (せい)活 (くわつ)競 (きやう)争 (そう)と云 (い)ふものがなかつた、ある特 (とく)殊 (しゆ)階 (かい)級 (きう)の子 (し)弟 (てい)以 (い)外 (がい)には無 (む)為 (ゐ)徒 (と)食 (しよく)、茫 (ぼう)然 (ぜん)たる生 (せう)涯 (がい)を送 (おく)れば足 (た)りる。しかし現今 (げんこん)の青 (せい)年では立 (たち)場 (ば)が違 (ちが)ふ[。]激 (げき)甚 (じん)な生 (せい)活 (くわつ)競 (きやう)争 (そう)裡 (り)で、彼 (かれ)らは喘 (あへ)いでゐるのであります。全 (まつた)く昔 (むかし)の青 (せい)年の立 (たち)場 (ば)とは雲 (うん)泥 (でい)の差 (さ)がありえますから、より以 (い)上 (じやう)に今 (いま)の青 (せい)年を同 (どう)情 (ぜう)すべきであります。
先日 (せんじつ)の事 (こと)ですが或 (あ)る人 (ひと)がかう云 (い)ふ事 (こと)を言 (い)ふて居 (を)りました。『どうも今日 (こんにち)の青 (せい)年は駄目 (だめ)だ、これでは朝 (てう)鮮 (せん)の將 (しやう)來が思 (おも)ひやられる、昔 (むかし)の青 (せい)年は實 (じつ)によかつたね、信仰 (しんかう)心 (しん)も厚 (あつ)かつたし、父母 (ふぼ)に孝行 (こうこう)を盡 (つく)し、目 (め)上 (うえ)の人 (ひと)を尊 (そん)敬 (けい)した。だが現今 (げんこん)の青 (せい)年はさうではない、道徳 (どうとく)心 (しん)もなければ儒 (じゆ)教も實行 (じつこう)されてゐない[。]全 (まつた)く困 (こま)つたものだ』と。然 (しか)し私 (わたし)はこの人 (ひと)の氣 (き)持 (も)ちを知 (し)らんのです、決 (けつ)して今 (いま)の青 (せい)年が悪 (わる)いんぢやない、だからと云 (い)ふて昔 (むかし)の青 (せい)年がよかつた譯 (わけ)でもないのです、境 (きやう)遇 (ぐう)が異 (ことな)つてゐるからこそ現代 (げんだい)の青 (せい)年が悪 (わる)いやうに見 (み)える、自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)が六十年前 (まへ)の青 (せい)年だが決 (けつ)して良 (よ)いとは思 (おも)はん、今 (こん)日 (にち)朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年がこのやうな境 (きやう)遇 (ぐう)に居 (を)るからこそ世 (よ)の指 (し)弾 (だん)を受 (う)けるのです。コンデシヨンが悪 (わる)い。六十年前 (ぜん)の青 (せい)年は悪 (わる)い事 (こと)など求 (もと)めなかつた。やり度 (た)くても出來 (でき)なかつたのです。料 (れう)理 (り)屋 (や)もなかつた、劇 (げき)場 (じやう)もない[、]カフエもなければ〝妓生″もありませんでしたね、だからして決 (けつ)して僕達 (ぼくたち)青 (せい)年がよかつたわけぢやないね。然 (しか)し今 (こん)日はさうでありませんね。悪 (わる)い事 (こと)をやる機 (き)會 (くわい)が幾 (いく)何 (ら)でもあります、自然的 (しぜんてき)に誘惑 (ゆうわく)されるんですな、まあ斯 (こ)んなものであります、今 (いま)の青 (せい)年は決 (けつ)して悪 (わる)い人 (ひと)達 (たち)ばかりぢやないのです。勿 (もち)論 (ろん)全 (ぜん)部 (ぶ)がよいと云 (い)ふのでもない。昔 (むかし)の青 (せい)年にもよい人間 (にんげん)もあつたらうし、悪 (わる)い人 (ひと)も多 (おほ)かつ[た]でせう、だが未 (ま)だ未 (ま)だ朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年は内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年諸君 (しよくん)に比 (ひ)して凡 (あら)ゆる點 (てん)において足 (た)らん所 (ところ)が多 (おほ)いのであります。特 (とく)に信 (しん)仰 (かう)心 (しん)が劣 (おと)つてゐるのです、宗 (しう)教 (けふ)と云 (い)ふものに無 (む)關 (くわん)心 (しん)であります、元 (ぐわん)來 (らい)信 (しん)仰 (かう)心 (しん)を培 (ばい)養 (やう)して[こなか]つたのがその原因 (げんいん)ぢやないかと思 (おも)ひます。
一般 (ぱん)に内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年 (ねん)は信 (しん)仰 (かう)深 (ふか)いですな。然 (しか)し合 (がつ)併 (ぺい)後 (ご)は教 (けふ)育 (いく)の普 (ふ)及 (きふ)によつてだんだんよくなつて來 (き)たやうです、朝 (てう)鮮 (せん)は昔 (むかし)からもさうでしたが、儒 (じゆ)教 (けふ)以 (い)外 (ぐわい)には公 (おほやけ)の宗 (しう)教 (けふ)がなか[つ]た、然 (しか)し儒 (じゆ)教 (けふ)は宗 (しう)教 (けふ)ぢやありません。儒 (じゆ)教 (けふ)をば鐡 (てつ)則 (そく)として實行 (じつこう)して來 (き)たのです。之 (これ)は宗 (しう)教 (けふ)とは云 (い)へないのです。勿論 (もちろん)儒 (じゆ)教 (けふ)にも經 (けう)があります、然 (しか)しこれは佛 (ぶつ)教 (けふ)の經 (けう)でありません、特に李 (り)朝 (てう)五百年間 (ねんかん)はこの經 (けう)をもつて道徳 (どうとく)として來 (き)ましたが、一般的 (ぱんてき)の信 (しん)仰 (かう)はなかつたのです。これが今日 (こんにち)の青年 (せいねん)まで淵源 (えんげん)して來 (き)ました。
外 (ほか)の人 (ひと)は知 (し)りませんが、私 (わたし)はまあかういふ風 (ふう)に見 (み)て居 (を)ります。五、六十年前 (ねんまえ)の青年 (せいねん)でしたら勉 (べん)強 (けう)して文 (ぶん)科 (くわ)に及 (きふ)第 (だい)したら官 (くわん)吏 (り)になれる、官 (くわん)吏 (り)にさへなつたら一[本 (ぽん)]道 (みち)で將 (しやう)來 (らい)は相 (そう)當 (とう)な地位 (ちい)にまでゆける。だが然 (しか)しこれは朝 (てう)鮮 (せん)青年 (せいねん)全 (ぜん)部 (ぶ)の事 (こと)ではありません。一部 (ぶ)両 (ヤン)班 (パン)階 (かい)級 (きう)の子 (し)弟 (てい)だけの事 (こと)です。
兎 (と)に角 (かく)馬 (ば)鹿 (か)でない限 (かぎ)りは彼 (かれ)らは出 (しゆつ)世 (せい)が出來 (でき)た。であるから別 (べつ)にアンビシヨン（野心 (やしん)）と云 (い)ふものがなかつたのです。今 (いま)の青 (せい)年はそうでありません。今 (こん)日 (にち)は立 (たち)場 (ば)が違 (ちが)ふ。朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)も立 (りつ)派 (ぱ)な帝 (てい)國臣 (こくしん)民 (みん)の一員 (ゐん)になつたのでありまするから、現在 (げんざい)の朝鮮 (てうせん)青 (せい)年の活 (くわつ)舞 (ぶ)䑓 (たい)が廣 (ひろ)くなつた。即 (すなは)ちアンビシヨンが膨張 (ぼうてう)した譯 (わけ)です[。]廣 (ひろ)い世 (よ)の中 (なか)に立 (た)つて恣 (ほし)ひまゝに活動 (くわつどう)が出來 (でき)るやうになりました。實 (じつ)力 (りよく)あるものが善 (ぜん)良 (りやう)な心 (こころ)でうんと働 (はたら)けば立身出世 (りつしんしゆつせい)することが出來 (でき)るやうになつたものであります。唯 (たゞ)自 (じ)分 (ぶん)は過 (くわ)渡 (と)期 (き)にあると云 (い)へる朝鮮 (てうせん)青 (せい)年の心的 (しんてき)慰安 (いあん)が足 (た)らなかつたと云 (い)ふことを同情 (どうぜう)するのです。今 (いま)ではもうそんな心配 (しんぱい)はありません。
社 (しや)會 (くわい)的 (てき)政 (せい)治 (ぢ)的 (てき)コンデイシヨンが益 (ます)々よくなるに從 (したが)つて、青 (せい)年も心 (こころ)から質 (しつ)が改 (かい)良 (りやう)されて行 (い)くだらうと思 (おも)ひます。時 (じ)代 (だい)の趨 (すう)勢 (せい)が結 (けつ)局 (きよく)人 (ひと)を支 (し)配 (はい)しますからね、もう自 (じ)暴 (ぼう)自 (じ)棄 (き)の世 (よ)ではありません。限定 (げんてい)された道 (みち)であつた六十年前 (まへ)の青 (せい)年の舞 (ぶ)䑓 (たい)より、もつともつと廣 (ひろ)い活 (くわつ)舞 (ぶ)䑓 (たい)になつたから、現代 (げんだい)の青 (せい)年は迷はず眞 (ま)面 (じ)目 (め)に進 (すゝ)むように自 (じ)分 (ぶん)は希 (き)望 (ぼう)します。これからは内鮮 (ないせん)一體 (たい)の信仰 (しんかう)によつて朝鮮 (てうせん)青 (せい)年を指 (し)導 (どう)すべきであります。夫 (そ)れから総督府 (そうとくふ)や中央 (ちうおう)政府 (せいふ)の施 (し)政 (せい)方 (ほう)針 (しん)もさうですが、帝 (てい)国 (こく)の忠 (ちう)良 (りやう)な臣 (しん)民 (みん)たる朝鮮 (てうせん)青 (せい)年の善導 (ぜんどう)は、外 (ぐわい)國 (こく)の興 (こう)亡 (ぼう)にも大 (おほ)きな影 (えい)響 (きやう)があるだらうから、もつともつと彼等 (かれら)を育成 (いくせい)してやらなければなりません。特 (とく)に今 (こん)日 (にち)の如 (ごと)く新東亞 (しんとうあ)建設 (けんせつ)の聖戰 (せいせん)遂行上 (すいこうじやう)、我 (わ)が朝鮮 (てうせん)の青 (せい)年も此 (この)名 (めい)譽 (よ)ある仕 (し)事 (ごと)に携 (たづさ)はつて居 (ゐ)る現 (げん)狀 (ぜう)ですから彼 (かれ)等 (ら)にも將 (しやう)來 (らい)の目 (もく)標 (へう)を立 (た)てさせてやる事 (こと)です。無 (む)論 (ろん)これからは朝鮮 (てうせん)青 (せい)年も総 (そう)理 (り)大 (だい)臣 (じん)にもなれるだらうし、陸 (りく)海 (かい)軍 (ぐん)大 (だい)臣 (じん)にもなれるだらうから、内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年に劣 (おと)らんやうにより以 (い)上 (じやう)の努 (ど)力 (りよく)をさせねばなりません。青 (せい)年の修 (しう)養 (やう)は矢 (や)張 (は)り信 (しん)仰 (かう)心 (しん)がないと駄目ですな[。]『信 (しん)仰 (かう)即 (すなは)ち希 (き)望 (ぼう)』と云 (い)ふ方針 (ほうしん)の下 (もと)に、青 (せい)年を教 (けふ)育 (いく)する事 (こと)が一番 (ばん)よいと思 (おも)います。
先 (さき)程 (ほど)由 (ゆ)上 (かみ)さんから同 (おな)じ事 (こと)を話 (はな)されたやうに覺 (おぼ)えて居 (を)りますが全 (まつた)く青 (せい)年 (ねん)指 (し)導 (どう)は生 (せい)命 (めい)を吹 (ふ)き込 (こ)まなくちやね……内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年 (ねん)に劣 (おと)らない程 (ほど)の力量 (りきれう)があつたら、同 (おな)じく使 (つか)はなければならん。決 (けつ)して差 (さ)別 (べつ)すべき理 (り)由 (ゆう)もなければ當局 (とうきよく)としても決 (けつ)して差 (さ)別 (べつ)して居 (ゐ)ないから、この點 (てん)は誤 (ご)解 (かい)しないやうに當局 (とうきよく)でも理解 (りかい)させて下 (くだ)さい。今 (いま)の狀態 (ぜうたい)では未 (ま)だ未 (ま)だ朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年 (ねん)は凡 (あら)ゆる點 (てん)に於 (お)いて劣 (おと)つて居 (ゐ)ますから、將 (しやう)來 (らい)全 (まつた)く同 (おな)じ力 (りき)量 (りやう)を持 (も)つやうに努力 (どりよく)しなければなりませぬ。
信念 (しんねん)をもたせる、立 (りつ)派 (ぱ)な帝 (てい)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)だと云 (い)ふ誇 (ほこ)りを持 (も)つ様 (よう)に教 (をし)へなければ駄目 (だめ)です。強 (つよ)い信 (しん)仰 (かう)心 (しん)は結 (けつ)局 (きよく)内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の強 (けう)度 (ど)化 (くわ)によつて持 (も)つ事 (こと)が出 (で)來 (き)るのであります。
以 (い)上 (じやう)申 (まをし)述 (の)べました通 (とほ)り、第 (だい)一に現 (げん)在 (ざい)の朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年は六十年前 (ぜん)の青 (せい)年より決 (けつ)して悪 (わる)くない、却 (かへつ)て素 (そ)質 (しつ)がよくなつた、有望 (いうぼう)であります。
第 (だい)二に六十年前 (ぜん)の青 (せい)年は活 (くわつ)動 (どう)舞 (ぶ)䑓 (たい)が餘 (あま)りに狭 (せま)かつた、即 (すなは)ち漢 (かん)書 (しよ)を讀 (よ)んで文 (ぶん)科 (くわ)に及 (きふ)第 (だい)したら官 (くわん)吏 (り)になれる事 (こと)位 (くらゐ)が關 (せき)の山 (やま)でありますが今 (いま)の青 (せい)年はアンビシヨンをより多 (おほ)く發 (はつ)揮 (き)する事 (こと)が出來 (でき)る。即 (すなは)ち舞 (ぶ)䑓 (たい)が無 (む)限 (げん)であります。大日本 (だいにつぽん)帝国 (ていこく)の臣民 (しんみん)として滿洲 (まんしう)はもとより北 (ほく)支 (し)中 (ちう)支 (し)に迄 (まで)腕 (うで)を延 (の)ばす事 (こと)が出來 (でき)るやうになりました事 (こと)です。
も一つは朝鮮人 (てうせんじん)は不 (ふ)平 (へい)を言 (い)ふちやいかん、内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年と同 (どう)様 (やう)な力 (りき)量 (れう)を發 (はつ)揮 (き)する迄 (まで)は決 (けつ)して不 (ふ)平 (へい)を云 (い)ふてはならん、もつともつと良 (よ)い點 (てん)を習 (なら)つて内 (ない)地 (ち)人 (じん)と同 (どう)様 (やう)になれるやう努 (ど)力 (りよく)する事 (こと)
今 (いま)から不 (ふ)平 (へい)をこぼしたら朝鮮人 (てうせんじん)は發 (はつ)展 (てん)どころか自 (じ)滅 (めつ)して了 (しま)ひます。信 (しん)仰 (かう)心 (しん)を培養 (ばいよう)して内 (ない)地 (ち)青 (せい)年の長 (てう)所 (しよ)を採 (と)り入 (い)れ立 (りつ)派 (ぱ)な國 (こく)民 (みん)になるやうにする事 (こと)、まあ私 (わたし)の感想 (かんそう)はこんなものです。
井上氏　　いやどうも結 (けつ)構 (こう)なお話 (はなし)でございました、全 (まつた)く御 (ご)同 (どう)感 (かん)です。朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年のためによい教訓 (くん)になると存じます。では次に韓相龍さんに、青 (せい)年の教育論 (いくろん)をお伺 (うかゞ)ひします。

内鮮一體は青年の融合から
韓相龍　では一寸 (ちよつと)私 (わたし)からも意 (い)見 (けん)を申 (まを)し述 (の)べて見 (み)る事 (こと)にします。青 (せい)年の教育 (いく)は實 (じつ)に重 (じう)大 (だい)な問題 (もんだい)でありまして、國 (こく)家 (か)の興 (こう)隆 (りう)も一に青 (せい)年の教育 (いく)如何 (かん)にあると存 (ぞん)じます、自 (じ)分 (ぶん)の考 (かんが)へと致 (いた)しましては、二ツの觀 (くわん)點 (てん)があります。
一つは青 (せい)年の指 (し)導 (どう)方 (ほう)針 (しん)即 (すなは)ち教育 (いく)すべき立場 (たちば)にある者 (もの)の採 (と)るべき方 (ほう)針 (しん)と、一つは青 (せい)年のなすべき事 (こと)、即 (すなは)ち被 (ひ)指 (し)導 (どう)者 (しや)の立 (たち)場 (ば)から行 (おこな)ふべき道、この二つであります。第 (だい)一に青 (せい)年の指 (し)導 (どう)に當 (あた)つては彼 (かれ)等 (ら)に希 (き)望 (ぼう)を持 (も)たせる事 (こと)であります。先 (さき)程 (ほど)も李 (り)光 (くわう)洙さんからお話 (はな)しがありましたが、ものには因 (いん)果 (ぐわ)があります。彼 (かれ)等 (ら)の行 (こう)動 (どう)の結 (けつ)果 (くわ)が行 (こう)動 (どう)如 (い)何によつて支 (し)配 (はい)されると云 (い)ふ事 (こと)を知悉 (ちしつ)させる事 (こと)が必要 (ひつよう)です。目的 (もくてき)に向 (むか)つて或 (ある)る一定 (てい)の作 (さく)爲 (ゐ)をなせば必 (かなら)ずその結 (けつ)果 (くわ)が生 (うま)れる事 (こと)ですね。漢書 (かんしよ)に『親 (おや)に孝 (こう)なれその子 (こ)も又 (また)孝 (こう)を以 (もつ)て報 (むく)いらる、不 (ふ)孝 (こう)ならんか己 (おのれ)も不 (ふ)孝 (こう)を以 (もつ)て應 (おう)ぜらるべし』とあります。父母 (ふぼ)に孝行 (こうこう)するのは單 (たん)に道徳的 (どうとくてき)に見 (み)て孝行 (こうこう)しなければ人 (ひと)に悪口 (わるくち)を言 (い)はれるからとか、親 (おや)に叱 (しか)られるからやるといふのではいけない[、]自 (じ)分 (ぶん)が父 (ふ)母 (ぼ)に孝 (こう)行 (こう)すれば、自 (じ)分 (ぶん)の子 (こ)も又 (また)自 (じ)分 (ぶん)に孝 (こう)行 (こう)してくれる、即 (すなは)ち因 (いん)果 (くわ)が生 (せう)じてくれるのであります。でありますから、青 (せい)少 (せう)年教 (けう)育 (いく)上 (じやう)、この因 (いん)果 (ぐわ)關 (くわん)係 (けい)を認 (にん)識 (しき)させてやらなければならない。無 (む)暗 (やみ)に『これをなせ、あれをせよ』と云 (い)ふただけぢやあまりよい結 (けつ)果 (くわ)が生 (せう)じませんな。一一この指 (し)導 (どう)方 (ほう)針 (しん)によつて善導 (ぜんどう)してゆく事 (こと)が一番 (ばん)大事 (だいじ)です。斯 (か)くする中に青 (せい)年に光 (くわう)明 (みやう)をもたせることが出來 (でき)ます。先 (さき)程 (ほど)の尹 (いん)先 (せん)生 (せい)のお話 (はなし)とも一致 (ち)するんです。信 (しん)仰 (かう)も光 (くわう)明 (みやう)も希 (き)望 (ぼう)も結 (けっつ)局 (きよく)は一致 (ち)します。青 (せい)年の善 (ぜん)導 (どう)は信 (しん)仰 (かう)心 (しん)をもたせる事 (こと)です。指 (し)導 (どう)方 (ほう)針 (しん)を定 (さだ)めて帝 (てい)國臣 (こくしん)民 (みん)としての朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年の再 (さい)教 (けう)育 (いく)を施 (ほどこ)す事 (こと)、社 (しや)會 (くわい)的 (てき)にも國 (こく)家 (か)的 (てき)見 (けん)地 (ち)からもこの方針 (ほうしん)に則 (よ)らなければなりません。
私 (わたし)ももう年寄 (としよ)りになりまして、さつき尹 (いん)さんがおつしやつた六十年前 (ぜん)の青 (せい)年ではないが、三、四十年前 (ぜん)の青 (せい)年であります。曾 (かつ)て、三十台 (だい)の時 (とき)でしたが、内 (ない)地 (ち)に行 (い)つた時 (とき)の事 (こと)です。細 (さい)心 (しん)の注 (ちう)意 (い)をもつて教育 (いく)事 (じ)業 (げう)を視 (し)察 (さつ)してまはりました。そこで色 (いろ)々と感 (かん)じた事 (こと)がありました。當 (たう)時 (じ)伊 (い)藤 (とう)博 (はく)文 (ぶん)公 (こう)や山 (やま)縣有 (あり)朋 (とも)公 (こう)にもお目 (め)にかゝり、私 (わたし)の意 (い)見 (けん)なり感 (かん)想 (そう)を申 (まをし)上 (あ)げて見ました。當 (とう)時 (じ)日 (につ)本 (ぽん)は西 (せい)洋 (よう)の物 (ぶつ)質 (しつ)文 (ぶん)明 (めい)が非 (ひ)常 (ぜう)な勢 (いきほ)ひで流 (りう)入 (にふ)して居 (を)つた時 (じ)分 (ぶん)でありましたので、もしも此 (こ)の情 (ぜう)勢 (せい)が何 (い)時 (つ)までも續 (つゞ)くとしますれば、日 (につ)本 (ぽん)の青 (せい)少 (せう)年教 (けう)育 (いく)の上 (うえ)に由 (ゆ)々しき悪 (あく)影 (えい)響 (きやう)を及 (およ)ぼす事 (こと)になるのであります。延 (ひ)いては東 (とう)洋 (よう)人 (じん)の精 (せい)神 (しん)的 (てき)滅 (めつ)亡 (ぼう)を來 (きた)すのでありますから、私 (わたし)は大 (おほ)いに力説 (りきせつ)した積 (つも)りでございます、その點 (てん)伊 (い)藤 (とう)、山 (やま)縣 (がた)兩 (りやう)公 (こう)も御 (ご)共 (けう)鳴 (めい)されて、色 (いろ)々とお教 (をし)へにあづかつた次 (し)第 (だい)であります。それから日 (につ)韓 (かん)併 (へい)合 (ごう)後 (ご)になりますが、我 (わが)日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)は西 (せい)洋 (よう)の長 (ちやう)所 (しよ)をとり入 (い)れ、我 (わが)國 (くに)固 (こ)有 (いう)の文 (ぶん)化 (くわ)を生 (い)かして物心兩面 (ぶつしんりやうめん)に於 (お)いて世 (せ)界 (かい)の第 (だい)一等國 (とうこく)になつたのであります。私 (わたし)は國 (くに)が榮 (さか)えるのとは反 (はん)対 (たい)に近 (きん)年すつかり老人 (ろうじん)になつたのでありますが、青 (せい)年の指 (し)導 (どう)とか朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年の將 (しやう)來に大 (おほ)きな關 (くわん)心 (しん)をもつて微 (び)力 (りよく)ながら盡 (つく)してゐる次 (し)第 (だい)であります。朝鮮 (てうせん)青 (せい)年も次 (し)第 (だい)に内 (ない)地 (ち)青 (せい)年の範 (はん)をとり漸 (ぜん)次 (じ)立 (りつ)派 (ぱ)になりつつある。私 (わたし)は内 (ない)地 (ち)にも三十年來の友達 (ともだち)を持 (も)つとりますが、ほんとの内鮮 (ないせん)一體 (たい)は朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年が完 (くわん)全 (ぜん)に内 (ない)地 (ち)の青 (せい)年と同 (どう)化 (くわ)する事 (こと)によつて始 (はじ)めて達 (たつ)せられるのです、昨 (さつ)今 (こん)時 (じ)勢 (せい)のお蔭 (かげ)で上 (ぜう)下 (げ)一致 (ち)半 (はん)島 (とう)も完 (くわん)全 (ぜん)に内 (ない)地 (ち)化 (か)して來 (き)ました事 (こと)は喜 (よろこ)ばしい事 (こと)です。
私 (わたし)は元 (ぐわん)來青 (せい)年と共 (とも)に語 (かた)り青 (せい)年と共 (とも)に遊 (あそ)ぶのが好 (す)きでありますので、相當 (そうとう)の青 (せい)年友人 (いうじん)を持 (も)つとりますが、彼 (かれ)等 (ら)も自 (じ)覺 (かく)々醒 (せい)して立派 (りつぱ)な青 (せい)年になつて居 (を)ります。之 (これ)も先程 (さきほど)申 (まを)し述 (の)べました通 (とほ)り、因果 (いんぐわ)[律 (りつ)]を承 (しよう)知 (ち)して居 (ゐ)る爲 (ため)めであります。自 (じ)分 (ぶん)の善 (ぜん)良 (りやう)有 (いう)爲 (ゐ)な青 (せい)年化 (くわ)は、結 (けつ)局 (きよく)自 (じ)身 (しん)の身 (み)の爲 (た)めになると云 (い)ふ因 (いん)果 (ぐわ)關 (くわん)係 (けい)を知 (し)つて居 (ゐ)るからこそ、彼 (かれ)等 (ら)も悪 (あく)化 (くわ)しないのです。

歴史をひもとけ
次 (つぎ)に青 (せい)年の爲 (な)すべき事 (こと)は何 (なに)かと云 (い)ふと勿 (もち)論 (ろん)色 (いろ)々の事 (こと)もあると存 (ぞん)じますが、精 (せい)神 (しん)的 (てき)信 (しん)仰 (かう)方 (ほう)面 (めん)から申 (まを)しますと、歴 (れき)史 (し)を讀 (よ)む事 (こと)ですな、即 (すなは)ち國體 (こくたい)に關 (くわん)心 (しん)を持 (も)つ事 (こと)です。古 (こ)來 (らい)の國 (こく)體 (たい)を理 (り)解 (かい)しなければ駄目 (だめ)です、歴 (れき)史 (し)はその内容 (ないよう)に於 (お)いて悪 (わる)い事 (こと)もあるでせうが、殆 (ほとん)ど全 (すべ)てが忠孝 (ちうこう)を説 (と)いて居 (ゐ)ます、それから因 (いん)果 (ぐわ)應 (おう)報 (ほう)を説明 (せつめい)したり、證 (せう)明 (めい)されて居 (を)りますから、青 (せい)年教育 (いく)、否 (いな)國 (こく)民 (みん)の心 (しん)的 (てき)教育 (いく)には絶対 (ぜつたい)必要 (ひつよう)なものです。
世 (よ)の中 (なか)には色 (いろ)々と宗 (しう)教なり聖 (せい)經 (けう)もあるでありませうが、一番 (ばん)よいのは我 (わ)が國 (こく)體 (たい)を解 (かい)説 (せつ)した國 (こく)史 (し)が一番 (ばん)よい信仰 (しんかう)の教科書 (くわしよ)であります。必 (かなら)ず座 (ざ)右 (いう)に置 (お)いて朝 (あさ)夕 (ゆふ)之 (これ)を讀 (よ)むやうに習 (しう)慣 (くわん)づけたら青 (せい)年は必 (かなら)ず立派 (りつぱ)な國 (こく)民 (みん)になるでせう。一般 (ぱん)の傾向 (けいかう)としましては、昔 (むかし)の本 (ほん)は讀 (よ)まんのですが、これも習慣 (しうくわん)如何 (いかん)によるのでありますから、指導的 (しどうてき)地位 (ちい)にあるものが努 (つと)めて奨 (しやう)励 (れい)しなければなりません。歴 (れき)史 (し)を尊 (そん)重 (てう)する事 (こと)、そして昔 (むかし)の人 (ひと)の行 (おこな)ひを研究 (けんきう)してその長所 (てうしよ)を己 (おの)れの參考 (こう)とする事です。宗 (しう)教的 (てき)體 (たい)験 (けん)がなかつた人 (ひと)々にとつては何 (なに)よりも一番 (ばん)よい方 (ほう)法 (ほう)が歴 (れき)史 (し)の探 (たん)求 (きう)ですな、そして感激性 (かんげきせい)をもたせるんです、度 (たび)々申 (まを)し上 (あ)げましたが、世 (よ)の中 (なか)は全 (すべ)てが交換的 (こうかんてき)組 (そ)織 (しき)になつて居 (ゐ)る[。]親 (おや)が子 (こ)を育成 (いくせい)するのは自 (じ)分 (ぶん)の親 (おや)が自 (じ)分 (ぶん)を育 (いく)成 (せい)したその報 (むく)いである[。]子 (こ)供 (ども)が親 (おや)に育 (いく)成 (せい)されるのも將 (しやう)來の因 (いん)果 (くわ)の交 (こう)換 (くわん)であると云 (い)へる、一寸 (ちよつと)お話 (はな)しが難 (むずか)しくなつたですな（笑聲）
親 (おや)に孝行 (こうこう)する、友 (いう)人 (じん)に信 (しん)義 (ぎ)を重 (おも)んずる、その結 (けつ)果 (くわ)は自 (じ)分 (ぶん)に同 (おな)じ孝行信 (しん)義 (ぎ)が交 (こう)換 (くわん)的 (てき)に歸 (かえ)つてくる。世 (よ)の中 (なか)に全 (すべ)て報 (むく)いがあるのです。將 (しやう)來 (らい)社 (しや)會 (くわい)の重 (じう)鎮 (ちん)たるべき今 (いま)の青 (せい)年に、この指 (し)導 (どう)方 (ほう)針 (しん)とその進 (しん)路 (ろ)をはつきり定 (さだ)めてやらんといけません。殊 (こと)に我 (わ)が (が)朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年には感 (かん)激 (げき)性 (せい)と信 (しん)義 (ぎ)を鼓 (こ)吹 (すい)してやる事 (こと)。
第 (だい)三に私 (わたし)は斯 (かう)云 (い)ふ事 (こと)もやつて欲 (ほ)しいと思 (おも)ひます。いづれ當 (とう)局 (きよく)者 (しや)にもお話 (はな)ししやうと思 (おも)ひますが、内鮮 (ないせん)青 (せい)年諸 (しよ)君 (くん)の連 (れん)絡 (らく)が必 (ひつ)要 (よう)である。互 (たがい)に親 (しん)睦 (ぼく)を計 (はか)り、緊密 (きんみつ)な連絡 (れんらく)を圖 (はか)る事 (こと)が何 (なに)よりも急 (きう)務 (む)であります。精 (せい)神 (しん)的 (てき)に結 (けつ)合 (がふ)するやうになれば、朝鮮 (てうせん)青 (せい)年の信 (しん)仰 (かう)心 (しん)も昂揚するはずです。色 (いろ)々感想 (かんそう)もありますが、今 (こん)度 (ど)は之 (これ)位 (くらゐ)で失禮 (しつれい)をさせて頂 (いただ)きます。

形式でもよい　やれ
由上氏　　結 (けつ)構 (こう)なお話 (はなし)を拜 (はい)聽 (てう)させて、戴 (いただ)きました。ここでちょつと申 (まをし)上 (あ)げますが、私 (わたし)がさつき申 (まを)しました勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)に對 (たい)して阿 (あ)知和 (ちわ)さんはその効 (かう)果 (くわ)に疑 (ぎ)問 (もん)を持 (も)つてをられるやうに見受 (みう)けられましたが、私 (わたし)の考 (かんが)へとしましては、決 (けつ)してさうでないと思 (おも)ひます。勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)と云 (い)ひましても、神宮 (じんぐう)神社 (じんじや)の境内 (けいだい)公園 (こうえん)の清掃 (せいそう)とか土 (つち)盛 (もり)とか、道 (どう)路 (ろ)荒 (こう)地 (ち)の土 (ど)木 (ぼく)工 (こう)事 (じ)の助 (じよ)力 (りよく)位 (くらい)のものでありまして、効 (かう)果 (くわ)のないものではない、と考 (かんが)へてゐます。非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)青 (せい)少 (せう)年の精 (せい)神 (しん)的 (てき)修 (しう)養 (よう)のためにも、之 (これ)はむしろ絶 (ぜつ)対 (たい)必 (ひつ)要 (よう)ぢやないかと存 (ぞん)じます。その成績 (せいせき)が良 (よ)いとか惡 (わる)いとか、將 (はた)又 (また)其 (その)必要性 (ひつようせい)の有無 (うむ)に拘 (かかは)らず、學 (がく)生 (せい)生 (せい)徒 (と)の心 (しん)的 (てき)鍛 (たん)錬 (れん)の爲 (ため)には、肉 (にく)體 (たい)的 (てき)勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)は多 (た)大 (だい)なる成 (せい)果 (くわ)があるのでありまして、當 (とう)局 (きよく)としましても、むしろ之 (これ)を積 (せつ)極 (きよく)的 (えき)に助 (じよ)長 (ちやう)育 (いく)成 (せい)しつゝあるのであります。一回 (くわい)や二回 (くわい)の勞 (ろう)働 (どう)奉 (ほう)仕 (し)では表 (へう)面 (めん)的 (てき)の奉 (ほう)仕 (し)価 (か)値 (ち)は零 (れい)細 (さい)でありませうが、段 (だん)々その回 (くわい)數 (すう)を重 (かさ)ねることによつて、青 (せい)少 (せう)年の精 (せい)神 (しん)修 (しう)養 (やう)になるのであります。
も一つ多 (おほ)くの人 (ひと)が一時 (じ)に出 (で)て來 (き)て別 (べつ)に成 (せい)果 (くわ)もない事 (こと)をやり居 (を)るやうに見 (み)えるかも知 (し)れませんが、決 (けつ)してさうぢやないのです。公 (おほやけ)の仕 (し)事 (ごと)即 (すなは)ち奉 (ほう)仕 (し)は個 (こ)人 (じん)の仕 (し)事 (ごと)とは自 (おのづ)から別 (べつ)個 (こ)のものでありますから、之 (これ)を個 (こ)人 (じん)的 (てき)に考 (かんが)へたらいけません。勤勞 (きんろう)奉仕 (ほうし)によつて服 (ふく)從 (じう)心 (しん)、秩序 (ちつじよ)を正 (ただ)しくする心 (こころ)、從 (じう)順 (じゆん)なる事 (こと)、滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)すると云 (い)ふ精 (せい)神 (しん)的 (てき)修 (しう)練 (れん)をやつて行 (い)くのが勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)の主 (おも)なる目的 (もくてき)であるのです。神宮 (じんぐう)や神社 (じんじや)の境内 (けいだい)を清掃 (せいそう)する時 (とき)、土盛 (つちもり)に一つの鍬 (くわ)を入 (い)れる時 (とき)、道 (どう)路 (ろ)工 (こう)事 (じ)の『石 (いし)コロ』を拾 (ひろ)ふ時 (とき)、その瞬 (しゆん)間 (かん)瞬 (しゆん)時 (じ)に於 (お)いて先 (ま)づ第 (だい)一に東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)と云 (い)ふ事 (こと)を頭 (あたま)に入 (い)れなければ駄目 (だめ)です、これも一つの聖戰 (せいせん)遂行 (すいこう)の一作 (さ)業 (げう)だと云 (い)ふ覺 (かく)悟 (ご)の氣 (き)持 (も)ちでぶつかつて行 (い)かんと本當 (ほんとう)の奉仕 (ほうし)にはなれない[。]又 (また)一つ、形式的 (けいしきてき)なもんぢや駄目 (だめ)だらうといふ人 (ひと)もあるだらうが、形 (かたち)の上 (うへ)からでもよい、これも一つの有 (いう)力 (りよく)な奉 (ほう)仕 (し)作 (さ)業 (げう)であります、青 (せい)年の宗 (しう)教心 (しん)信 (しん)仰 (かう)を持 (も)たせる爲 (た)めには、外 (がい)部 (ぶ)的 (てき)に形 (けい)式 (しき)の上 (うへ)からの教も立 (りつ)派 (ぱ)な効 (こう)を擧 (あ)げる事 (こと)が出 (で)來 (き)るのです。形 (けい)式 (しき)的 (てき)にも心 (こころ)を作 (つく)り得 (う)るのです、自 (じ)分 (ぶん)一人 (り)でゆかなくてもよい、多 (おほ)くの生 (せい)徒 (と)を引率 (いんそつ)して團體 (だんたい)的 (てき)に學 (がく)校 (こう)單 (たん)位 (い)の神 (じん)社 (じや)參拜 (ぱい)も立派 (りつぱ)な神 (かみ)參りになる。一人 (り)一人 (り)參拜 (ぱい)するからといふて眞劍 (しんけん)になるんぢやないのです。嫌 (いや)がる奴 (やつ)がもしあるとしても、二三回 (くわい)ゆく事 (こと)によつて信仰 (しんかう)深 (ふか)くなつたという例 (れい)もありますから。先日 (せんじつ)私 (わたし)は一人 (り)で神宮 (じんぐう)參拜 (ぱい)に行つて來 (き)ましたが、昔 (むかし)何 (なに)も知 (し)らない時 (じ)分 (ぶん)母 (はは)親 (おや)の手 (て)にひかれて村 (むら)の神社 (じんじや)にお參りに度 (たび)々參つた記 (き)憶 (おく)が蘇 (よみが)へつて來 (き)ましたね[。]被 (ひ)動 (どう)的 (てき)に行 (ゆく)のでも結 (けつ)局 (きよく)同 (おな)じ影 (えい)響 (きやう)があるのです。却 (かへつ)てその時 (とき)の印 (いん)象 (しやう)が今 (いま)尚 (なほ)強 (つよ)く殘 (のこ)つて居 (を)ります。工 (こう)場 (ぢやう)勞 (ろう)働 (どう)者 (しや)の團 (だん)體 (たい)參拜 (ぱい)も立 (りつ)派 (ぱ)なお參りになるのです。敬 (けい)虔 (けん)な心 (こゝろ)持 (もち)にさへなれればよい。
それからも一つ、學 (がく)校 (かう)教練 (れん)のことですが、確 (たし)か大正 (しやう)十五年だと覺 (おぼ)えて居 (を)りますが、學 (がく)校 (かう)教練 (れん)と地 (ち)方 (ほう)青 (せい)年 (ねん)訓 (くん)練 (れん)所 (じよ)の軍 (ぐん)事 (じ)教練 (れん)が實 (じつ)施 (し)されることになりまして非 (ひ)常 (ぜう)な反 (はん)對 (たい)があつたですな[。]然 (しか)し、その反 (はん)對 (たい)を押 (お)し切 (き)つての團 (だん)體 (たい)訓 (くん)練 (れん)の結 (けつ)果 (くわ)は、立 (りつ)派 (ぱ)な成 (せい)果 (くわ)を収 (おさ)めて居 (ゐ)るぢやないですか[。]立 (りつ)派 (ぱ)な體 (たい)格 (かく)の持 (もち)主 (ぬし)になる、強 (つよ)い意思 (いし)を持 (も)つた人間 (にんげん)に生 (う)まれ變 (かは)る、兵 (へい)役 (えき)に服 (ふく)すると同 (どう)様 (やう)の好 (こう)成 (せい)績 (せき)を収 (おさ)めるようになつたのです。滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)、義 (ぎ)務 (む)心 (しん)、勇 (ゆう)氣 (き)のある人間 (にんげん)になるのです。その結 (けつ)果 (くわ)はどうです。あらゆる方 (ほう)面 (めん)にも就 (しう)職 (しよく)するためにも好條件 (こうでうけん)になるのです。勿 (もち)論 (ろん)自 (じ)衛 (えい)にも都 (つ)合 (ごう)がよくなつたとの事 (こと)です。之 (これ)はひとり我 (わ)が國 (くに)ばかりの事 (こと)ではありません。英國 (えいこく)でも最近 (さいきん)までは個 (こ)人 (じん)本 (ほん)位 (い)の訓 (くん)練 (れん)に努 (ど)力 (りよく)してゐましたが、今 (いま)では之 (これ)等 (ら)團 (だん)體 (たい)的 (てき)訓 (くん)練 (れん)に力 (ちから)を入 (い)れるやうになりました。個 (こ)人 (じん)本 (ほん)位 (い)の訓 (くん)練 (れん)よりも團體 (だんたい)的 (てき)統制 (とうせい)ある規 (き)律 (りつ)を作 (つく)る事 (こと)が、世 (せ)界 (かい)の要 (よう)求 (きう)にまで進展 (しんてん)して來 (き)ました。も一つ先 (せん)般 (ぱん)私 (わたし)は北 (ほく)支 (し)の方 (ほう)へ郷 (けう)土 (ど)部 (ぶ)隊 (たい)の慰 (い)問 (もん)に參つたのでありますが、その時 (とき)我 (わ)が半 (はん)島 (とう)出 (しゆつ)身 (しん)志 (し)願 (ぐわん)兵 (へい)の成 (せい)績 (せき)を具 (つぶ)さに見 (けん)聞 (ぶん)することが出來 (でき)た、あらゆる方 (ほう)面 (めん)から賞 (せう)讃 (さん)されて居 (ゐ)ると云 (い)ふ話 (はなし)でありましたので、非 (ひ)常 (ぜう)に嬉 (うれ)しく思 (おも)ふたのであります。然 (しか)しながらその反面 (はんめん)斯 (かく)の如 (ごと)き志 (し)願 (ぐわん)兵 (へい)の蔭 (かげ)には、北 (ほく)支 (し)在 (ざい)住 (じう)[の]數 (あま)多 (た)のよくない半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)が居 (ゐ)る事 (こと)です。
それには色 (いろ)々原因 (げんいん)もあるでありませうが、彼 (かれ)等 (ら)は精 (せい)神 (しん)的 (てき)修 (しう)練 (れん)がないからであります。惡 (あく)を惡 (あく)と思 (おも)はない。即 (すなは)ち良 (りやう)心 (しん)が缺 (か)けて居 (ゐ)る。一方 (ほう)は立 (りつ)派 (ぱ)な修 (しう)養 (よう)を積 (つ)んで居 (ゐ)る人 (ひと)、片 (かた)一方 (ほう)は良 (りやう)心 (しん)のない人間 (にんげん)、これでは折 (せつ)角 (かく)の志 (し)願 (ぐわん)兵 (へい)の働 (はたら)きも丸潰 (まるつぶ)れになる。正 (まさ)に皇紀 (こうき)二千六百年を迎 (むか)へまするに當 (あた)りまして、之 (これ)等 (ら)十萬の半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)の信 (しん)用 (よう)を回 (くわい)復 (ふく)させてやらなければなりません。即 (すなは)ち成 (な)るべく早 (はや)く半 (はん)島 (とう)の宗 (しう)教 (けう)人 (にん)が北 (ほく)支 (し)方 (ほう)面 (めん)に進 (しん)出 (しゆつ)して、十萬人 (にん)の人 (ひと)を精神的 (せいしんてき)に救 (すく)ふてやるのが何 (なに)よりも急 (きう)務 (む)であります。彼 (かれ)等 (ら)を惡 (あく)より善 (ぜん)へ轉向 (てんかう)させてやるのが我 (われ)等 (ら)國 (こく)内 (ない)同 (どう)胞 (ほう)の義 (ぎ)務 (む)であります。天 (てん)津 (しん)附 (ふ)近 (きん)にある人 (ひと)は多 (おほ)く百姓 (せう)仕 (し)事 (ごと)をやつて居 (を)りますからまあよい方 (ほう)ですが、でも然 (しか)しもつともつと精 (せい)神 (しん)的 (てき)の指 (し)導 (どう)が必 (ひつ)要 (よう)なんですから、半島 (はんとう)にゐる宗 (しう)教 (けう)家 (か)は新春 (しんしゆん)から大 (おほ)いに北 (ほく)支 (し)に出 (しゆつ)張 (ちやう)するやうお願 (ねが)ひします。

續『因果律問答』
阿知和氏　　由上さんのお話 (はなし)では、一寸 (ちよつと)誤 (ご)解 (かい)なさつてゐる、點 (てん)がありますから一言 (こと)私 (わたし)の話 (はな)しに付 (つ)け加 (くは)へて置 (お)きます。御 (お)宮 (みや)參拜 (ぱい)や勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)が効 (かう)果 (くわ)的 (てき)でないと、私 (わたし)が話 (はな)したやうにお考 (かんが)へになつてゐるやうですが、決 (けつ)してさういふ意味 (いみ)ではありません。神宮 (じんぐう)參拜 (ぱい)をやるのは大 (おほ)いに歡 (くわん)迎 (げい)すべき事 (こと)であり、國 (こく)民 (みん)擧 (こぞ)つて實行 (じつこう)すべき事 (こと)でありますが、もし參拜 (ぱい)するんだつたらも少 (すこ)し眞 (しん)劍 (けん)にやつて欲 (ほ)しい、生 (せい)徒 (と)諸 (しよ)君 (くん)がお家 (いへ)の方 (かた)々とお參りに來 (こ)られる時 (とき)と、學校 (がくこう)で團體 (だんたい)的 (てき)にお見 (み)えになる時 (とき)とは、一寸 (ちよつと)態 (たい)度 (ど)が違 (ちが)つてゐるんぢやないかと存 (ぞん)じます。も少 (すこ)し敬 (けい)虔 (けん)な態 (たい)度 (ど)で神様 (かみさま)を拜 (をが)むやうに私 (わたし)は願 (ねが)つて居 (ゐ)るのでありまして、決 (けつ)して神 (じん)宮 (ぐう)參拜 (ぱい)を云 (うん)々するのではありません。それから勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)のお話 (はなし)でございますが、神 (じん)社 (じや)佛 (ぶつ)閣 (かく)の境内 (けいだい)の清掃 (せいそう)をやつてくれるが、清 (せい)掃 (そう)の實 (じつ)費 (ぴ)は幾 (いく)らもかからん、だが多勢 (おほぜい)の生徒 (せいと)さん達 (たち)が、汗水 (あせみず)たらして神宮 (じんぐう)の玉砂利 (たまじやり)を履 (ふ)みながら清掃 (せいそう)する目的 (もくてき)は別 (べつ)にあるのです、先 (さ)つきも由 (ゆ)上 (かみ)さんが申 (まを)されました通 (とほ)り、境内 (けいだい)の芝生 (しばふ)の雜草 (ざつそう)一莖 (くき)抜 (ぬ)くのも東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)建 (けん)設 (せつ)の一助 (じよ)になるのだと云 (い)ふ氣持 (きもち)で、眞面目 (まじめ)にやらんと勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)の目的 (もくてき)が達 (たつ)せられないのです。此點 (このてん)あしからずお願 (ねが)ひ致 (いた)します。
ちよつとかういふ、話 (はなし)があります。江 (え)戸 (ど)時 (じ)代 (だい)に冥 (みょう)加 (が)金 (きん)と云 (い)ふ、ものがあつて、當 (とう)時 (じ)所謂 (いはゆる)、勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)を團體 (たい)的 (てき)に、やつたのですが、宗 (しう)教行 (ぎやう)事 (じ)で、ありながら、或 (あ)る者 (もの)に、唯 (たゞ)名 (な)主 (ぬし)とか庄 (せう)屋 (や)が主 (しゆ)體 (たい)となつてやるので仕方 (しかた)なく不平 (ふへい)ダラダラでやつたものもあつたさうです。どうせ心 (こころ)から服 (ふく)しないで仕事 (しごと)をするものはをるのですが、今 (いま)の勤 (きん)勞 (ろう)奉 (ほう)仕 (し)は誠 (ま)心 (こゝろ)をもつて當 (あた)るやうに私 (わたし)は希 (き)望 (ぼう)してゐるのであります。
張徳秀氏　　さつきの李 (り)光 (くわう)洙さんのお話 (はな)しの中 (うち)で、中 (ちう)等 (とう)學 (がく)校 (かう)四、五年級 (きう)の生 (せい)徒 (と)を少 (すくな)くとも三個 (こ)月 (げつ)位 (くらゐ)は兵 (へい)営 (えい)生 (せい)活 (くわつ)をやらせるやうにすべきだといはれましたが、これは餘 (よ)程 (ほど)考 (かんが)へなければいけないと思 (おも)ひますね、生 (せい)徒 (と)を強 (けう)制 (せい)的 (てき)に營 (えい)舎 (しや)に送 (おく)つて、却 (かへつ)て誤 (ご)解 (かい)を受 (う)けないとも限 (かぎ)りません。勿 (もち)論 (ろん)趣 (しゆ)旨 (し)は結 (けつ)構 (こう)ですがつまらん事 (こと)で誤解 (ごかい)されて民 (みん)心 (しん)が離 (り)間 (かん)しちや面白 (おもしろ)くありません。私 (わたし)自身 (じしん)としましては賛成 (さんせい)です。人間 (にんげん)を新 (あたら)しくたゝきあげるには勿 (もち)論 (ろん)青 (せい)少 (そう)年の軍 (ぐん)事 (じ)教育 (いく)が一番 (ばん)よい方法 (ほうほう)でありますが、民間 (みんかん)からの卒先 (そつせん)勵 (れい)行 (かう)を劃 (くわく)策 (さく)するのが最 (さい)上 (じやう)の方 (ほう)略 (りやく)であると存 (ぞん)じます。
それから李 (り)さんの因 (いん)果關 (くわん)係 (けい)説 (せつ)で一寸思 (ちょつとおも)ひついたことですが、因 (いん)果といふものはいつか必 (かなら)ず現 (あらは)れる[と]いふても、それが遠 (とほ)い將 (しやう)來現 (あらは)れるなどといつては、現 (げん)實 (じつ)的 (てき)な青 (せい)年達 (たち)にピンと來 (こ)ない。それで因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)を自 (じ)分 (ぶん)の人 (じん)格 (かく)の中に見出 (みいだ)す、つまりよくない行 (おおな)ひをした因 (いん)果 (ぐわ)はすぐそのまゝ己 (おのれ)の人 (じん)格 (かく)の中 (なか)に現 (あらは)れる、といふ具 (ぐ)合 (あい)に考 (かんが)へさせるのはどうでせうか。
李光洙　　それも結構 (けつこう)ですが、私 (わたし)の因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)は、人 (にん)間 (げん)は僥 (げう)倖 (かう)を望 (のぞ)むべきでない事 (こと)を主 (しゆ)張 (ちやう)します。特 (とく)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は倖せと云 (い)ふのを望 (のぞ)む。之 (これ)では因 (いん)果 (ぐわ)ぢやありません。先日 (せんじつ)もある青 (せい)年が僕 (ぼく)にかう云 (い)ふ事 (こと)を質問 (しつもん)して來 (き)ました。『朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)にも氏 (し)を許 (ゆる)すさうだ[。]内 (ない)地 (ち)式 (しき)の氏 (し)を稱 (とな)へることが出來 (でき)る。ではこれから朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)も本 (ほん)當 (とう)の日 (につ)本 (ぽん)臣 (しん)民 (みん)になるれるか』と[云ふの]で私 (わたし)はそれは一に君 (きみ)の腕 (うで)にあるのだと答 (こた)へました。即 (すなは)ち自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)の因 (いん)果 (ぐわ)律 (りつ)によつて制約 (せいやく)されるのです。元 (げん)來半 (はん)島 (とう)人 (じん)も帝 (てい)國臣 (こくしん)民 (みん)であるが今 (こん)回 (くわい)の創 (そう)氏 (し)制 (せい)度 (ど)によつて形 (けい)式 (しき)的 (てき)にも日本 (につぽん)人 (じん)になる、であるからして自 (じ)分 (ぶん)の力 (りき)量 (れう)如 (い)何 (かん)によつては、さつきの尹さんのお話 (はな)しの通 (とほ)り總 (そう)理 (り)大 (だい)臣 (じん)にもなれる、因は果を産 (う)むのです、十年も努 (つと)めて働 (はたら)いたら立 (りつ)派 (ぱ)な帝 (てい)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)としての酬 (むく)いがあるのです。
之 (これ)が内鮮 (せん)一體 (たい)の因果であります。政 (せい)府 (ふ)や總 (そう)督 (とく)府 (ふ)がやらせるのぢやない、自 (し)然 (ぜん)とその人 (ひと)が因 (いん)果 (ぐわ)を作 (つく)るのです。
井上　　李 (り)光 (くわう)洙さんは今朝 (けさ)の新聞 (しんぶん)で、見 (み)ると香山 (かやま)と改名 (かいめい)されましたね、一つ氏 (うぢ)を名乗 (なの)るやうになつた經緯と感想 (かんそう)を御 (ご)披 (ひ)露 (ろ)願 (ねが)ひます。

みんな名前をかへませう
李光洙　別 (べつ)に公 (おほやけ)に發 (はつ)表 (ぺう)する程 (ほど)のものでもございませんのですが、昨 (さく)日 (じつ)新 (しん)聞 (ぶん)社 (しや)の人 (ひと)が見 (み)えまして色 (いろ)々と聞 (き)くもんですから、つひ公 (おほやけ)にされたのであります。今 (こん)度 (ど)、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)にも創 (そう)氏 (し)を許 (きよ)可 (か)されたことは三つの觀 (くわん)點 (てん)に區 (く)分 (ぶん)して見 (み)ることが出來 (でき)ます、一ツは氏 (うぢ)の制定 (せいてい)、二ツは姓 (せい)の變 (かは)りに氏 (うぢ)を呼 (こ)稱 (せう)として許 (ゆる)すこと、三ツは内 (ない)地 (ち)人 (じん)も朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の婿 (むこ)養 (よう)子 (し)になれることであります。大體 (だいたい)これが民 (みん)事 (じ)令 (れい)の改 (かい)正 (せい)要 (よう)點 (てん)であります。第 (だい)一[に] 氏 (うぢ)の創 (そう)設 (せつ)は決 (けつ)して強 (けう)制 (せい)的 (てき)でない、新 (あたら)しく氏 (うぢ)を作 (つく)らなければ姓 (せい)が氏 (うぢ)になるのですから、別 (べつ)に問題 (もんだい)はない。
第 (だい)二に希 (き)望 (ぼう)する人 (ひと)は新 (あたら)しく内地 (ち)式 (しき)に四字 (じ)以上 (いぜう)の氏名 (しめい)が作 (つく)り得 (う)る事 (こと)ですね。然 (しか)し改 (あらた)めない人 (ひと)は直 (なほ)さんでもよいと云 (い)ふのです。つまり強制 (けうせい)はしてゐない。しかし創 (そう)氏 (し)を『許 (ゆる)し』然 (しか)も六ケ月の猶 (ゆう)豫 (よ)期 (き)間 (かん)を置 (お)いたのは、成 (な)るべくは氏の創 (そう)設 (せつ)を希 (き)望 (ぼう)して居 (ゐ)るやうに私 (わたし)は解 (かい)釈 (しやく)出 (で)來 (き)るのです。ですから、私 (わたし)はこの意 (い)を體 (てい)して一人 (り)殘 (のこ)らず内 (ない)地 (ち)式 (しき)氏を持 (も)つやうに希望 (きぼう)してゐます。
井上　　勿論 (もちろん)さうでせうね。一人殘 (ひとりのこ)らず内 (ない)地 (ち)式 (しき)氏を持 (も)つやうに希望 (きぼう)してもそれを強制 (けうせい)は出來 (でき)ないのだから……
李光洙　　形 (けい)式 (しき)的 (てき)にも内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の爲 (た)めには氏を創設 (そうせつ)する必要 (ひつよう)があります。風 (ふう)俗 (ぞく)習 (しう)慣 (くわん)上 (じやう)急 (きう)激 (げき)に内 (ない)地 (ち)化 (くわ)は望 (のぞ)まれませんが、形 (けい)式 (しき)的 (てき)に出 (で)來 (き)る氣 (き)持 (もち)からの内地 (ち)化 (くわ)は朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)全 (ぜん)體 (たい)が立 (りつ)派 (ぱ)にやれますから、千載 (ざい)一遇 (ぐう)の此 (こ)の好 (こう)機 (き)を逸 (いつ)せず、お互 (たがひ)に勸 (すす)め合 (あ)つて氏を立 (た)てねばならん。外 (ぐわい)部 (ぶ)的 (てき)に内地 (ち)人 (じん)半 (はん)島 (とう)人 (じん)を區 (く)別 (べつ)させ度 (た)くないと云 (い)ふ親心 (おやこゝろ)から當局 (とうきょく)では一大英断 (だいえいだん)をもつて我 (われ)々半島 (はんとう)大衆 (たいしう)に氏を許 (ゆる)したのであります。勿 (もち)論 (ろん)利 (り)害 (がい)關 (くわん)係 (けい)を云 (うん)々すべきぢやないが、氣 (き)分 (ぶん)からしましても在 (ざい)來の朝 (てう)鮮 (せん)式 (しき)姓 (せい)を以 (もつ)て氏を代表 (だいへう)させるよりは、思 (おも)ひ切 (き)つて内地式 (ちしき)の氏を率先 (そつせん)して立 (た)てなければなりません、一寸 (ちよつと)現金 (げんきん)な話 (はなし)ですが、内地 (ち)式 (しき)を稱 (とな)へる事 (こと)によつて大 (おほ)きな利益 (りえき)がないでもない。大 (おほ)いにあると思 (おも)ふのであります。一部 (ぶ)の人 (ひと)々、殊にインテリ階級 (かいきう)の人 (ひと)が却 (かへつ)て無 (む)關 (くわん)心 (しん)であるらしいのは、一寸 (ちよつと)私 (わたし)は疑 (ぎ)問 (もん)を持 (も)つのであります。
ご承知 (しようち)でせうが、こんな話 (はなし)がありましたね[。]二千三百萬人 (にん)全 (ぜん)部 (ぶ)が早 (さつ)速 (そく)改 (かい)名 (めい)する今 (いま)から三十年前 (ぜん)の事 (こと)ですが、日 (につ)韓 (かん)併 (へい)合 (がふ)後 (ご)、山 (さん)林 (りん)所 (しよ)有 (いう)届 (とどけ)をやらせた所 (ところ)が、届 (とどけ)出 (い)でたものは幾何 (いくばく)もなかつた、うつかり届 (とどけ)出 (い)でたら莫大 (ばくだい)な税金 (ぜいきん)がかゝるとかなんとか云 (い)つて戰 (せん)々恐々だつたさうです。で届 (とどけ)出 (で)を怠 (おこた)つてゐたら山は國 (こく)有 (いう)林 (りん)に編 (へん)入 (にふ)された。人 (ひと)の心 (しん)理 (り)と云 (い)ふものはまあこんなものですね（笑聲 (しやうせい)）人 (ひと)に先 (さき)んずれば勝 (しよう)利 (り)を博 (はく)す譯 (わけ)ですかね、勿論 (もちろん)氏の創 (そう)設 (せつ)を國 (こく)有 (いう)地 (ち)問 (もん)題 (だい)と比 (ひ)較 (かく)する事 (こと)は出來 (でき)ませんが、人 (ひと)の心 (しん)理 (り)は同 (おな)じものですよ。今 (こん)日の機 (き)會 (くわい)に氏を作 (つく)つて置 (お)かんと、子 (こ)や孫 (まご)の代 (だい)になつて大 (おほ)いに憾 (うら)まれる事 (こと)になります。折角 (せつかく)の機會 (きくわい)を逸 (いつ)したら遺 (い)恨 (こん)千歳 (さい)に殘 (のこ)りますから[。]中 (なか)には『祖 (そ)先 (せん)傳 (でん)來の姓 (せい)を捨 (す)てゝは祖先 (そせん)に對 (たい)して申譯 (まをしわけ)がない』とか、之 (これ)も勿論 (もちろん)一理 (り)はあらうが、然 (しか)し枝 (し)葉 (よう)末 (まつ)節 (せつ)の問 (もん)題 (だい)でありますから、今 (こん)日の我 (われ)等 (ら)の立 (たち)場 (ば)と云 (い)ふものを考 (かんが)へて、成 (な)る丈 (た)け早 (はや)く直 (なほ)すやうに切望 (せつぼう)します。知 (ち)識 (しき)階 (かい)級 (きう)の人 (ひと)が卒 (そつ)先 (せん)範 (はん)を示 (しめ)さなければなりません。少 (すくな)くとも來 (きた)る六月までは二千萬國 (こく)民 (みん)が全 (ぜん)部 (ぶ)内地 (ち)式 (しき)の氏を戴 (いただ)く事 (こと)が新 (しん)東 (とう)亞 (あ)建 (けん)設 (せつ)のためにも必要 (ひつよう)だと存 (ぞん)じます。
私 (わたし)の考 (かんが)へとしましては、朝 (てう)鮮 (せん)式 (しき)姓 (せい)を廃 (はい)止 (し)するのが左 (さ)程 (ほど)惜 (お)しい事 (こと)では、ないと思 (おも)います。『李』とか『金』とか朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の呼 (こ)稱 (せう)も約 (やく)七百年前 (ぜん)から使 (つか)つて居 (ゐ)るのですが、之 (これ)も元 (ぐわん)來朝 (てう)鮮 (せん)のものではない。支 (し)那 (な)から輸 (ゆ)入 (にふ)したものです。だから今 (いま)支 (し)那 (な)からの借 (か)りものを返 (かへ)して、血 (ち)に繋 (つなが)りのある内地 (ち)式 (しき)氏を戴 (いただ)くのは、却 (かへつ)て時 (じ)宜 (ぎ)に適 (てき)した、われわれの誇 (ほこり)の一つであると思 (おも)ひます。
井上氏　　全 (まつた)くさうですな、では朝 (てう)鮮 (せん)にも六七百年前迄 (ぜんまで)は姓 (せい)と云 (い)ふものはなかつた譯 (わけ)ですな。
李光洙氏　　さうです。高麗中葉まではある一部 (ぶ)階 (かい)級 (きう)以 (い)外 (ぐわい)に姓 (せい)はなかつたのです。何 (なに)村 (むら)の何 (なに)某と符 (ふ)牒 (てう)があつただけですな。
井上　　木 (き)の下 (した)で産 (う)まれたから木下 (きのした)といふたさうです。尤 (もつと)も内地 (ち)でも一般 (はん)常民 (ぜうみん)は明 (めい)治 (ぢ)三年から氏が許 (ゆる)されましたね、時 (とき)恰 (あたか)も昭 (せう)和 (わ)十五年、皇 (こう)紀 (き)二千六百年を期 (き)して、半島 (はんとう)同胞 (どうほう)も氏を立 (た)てる、實 (じつ)に御 (ご)同 (どう)慶 (けい)に堪 (た)へん處 (ところ)です。色 (いろ)々結構 (けつこう)なお話 (はなし)を長 (てう)時 (じ)間 (かん)拜 (はい)聽 (てう)させて戴 (いただ)きまして有難 (ありがた)う存 (ぞん)じました、ではこれで。

[似顔絵の説明文]
· 今の青年は素質において確かに向上してゐる、と青年今昔比較論に珍しく熱辧を揮う六十才の青年　尹致昊さん
· 淳々と因果律を説くに及んでお顔は益々圓満に、宛ら後光を發するかに見える香山菩薩　李光洙さん
· 落付いた語調、名透の理論、さすが半島護り朝鮮神宮のお主だけに聞くものをして自づと頭を垂れさす　阿知和さん
· 伊藤公や山縣公の話しを持ち出しての辧説一くさり、韓さんは實業家といふよりも、餘程政治家らしいところがある　韓相龍さん
（1940年1月7日号）
